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先生は、小さなぬくもり。
地域ボランティアで作る「チームみさとファーム」と三郷小
学校 5 年生。水田で稲とアイガモをはぐくみ、食と命のか
かわりを学んでいます。（12ページに関連記事）
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市
は

市
役
所
本
庁
舎
の
建
設
候
補

地
を
「
豊
科
近
代
美
術
館
」
と
「
豊
科

プ

ル
跡
地
」
周
辺
を
併
用
し
た
ゾ

ン
に
絞
り
込
み
ま
し
た

こ
の
2
つ
の
敷
地
は

直
線
で
約
3

０
０

と
い
う
近
い
距
離
に
あ
り

既

存
の
市
有
地
を
有
効
に
活
用
で
き
る
た

め

事
業
費
を
抑
え
た
必
要
最
小
限
の

本
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

最
終
選
定
に
あ
た

て
は
利
便
性

地
域
振
興

経
済
性

ま
ち
づ
く
り

将
来
性
の
観
点
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ

ト

デ
メ
リ

ト
を
比
較
す
る
中

で

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら

総
合
的
に
判
断
し
ま
し
た

（
左
下
表
参
照
）

豊
科
近
代
美
術
館
の
敷
地
は

旧
豊

科
町
時
代

文
化
ゾ

ン
の
位
置
づ
け

の
中
で

美
術
館
や
教
育
文
化
会
館

武
道
館

武
蔵
野
の
小
径
や
思
索
の
森

な
ど
が
整
備
さ
れ

現
在
も
交
流
学
習

セ
ン
タ

を
建
設
し
て
い
ま
す

　

こ
れ
ら
の
施
設
と
市
役
所
本
庁
舎
が

隣
接
す
る
こ
と
で

文
化
振
興
面
で
の

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

豊
科
プ

ル
跡
地
は

昨
年
度
を
も

て
プ

ル
が
閉
場
し
た
こ
と
に
伴

い

現
在
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん

こ
の
場
所
を
防
災
広
場
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
非
常
時
は
防
災
拠
点

と
し
て

通
常
は
公
用
車
な
ど
の
駐
車

場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

豊
科
総
合
支
所
周
辺
に
建
設
す
る
場

合

豊
科
総
合
支
所
の
機
能
を
一
時
的

に
移
転
す
る
必
要
が
あ
り

仮
設
庁
舎

の
建
設
や
移
転
費
に
多
額
の
費
用
が
生

じ
ま
す
ま
た
公
民
館
ホ

ル
を
取
り

壊
す
場
合
は
新
た
な
ホ

ル
建
設
に
多

額
の
費
用
が
生
じ
ま
す

公
民
館
ホ

ル
を
残
し
た
う
え
で

総
合
支
所
の
移

転
費
が
生
じ
な
い
2
棟
方
式
で
庁
舎
を

建
設
す
る
方
法
も
検
討
し
ま
し
た
が

機
能
面
の
課
題
が
あ
り
ま
す

現
在
の
本
庁
舎
と
県
安
曇
野
庁
舎
周

辺
は

敷
地
が
狭
く

十
分
な
駐
車
場

確
保
が
難
し
い
ほ
か

県
の
庁
舎
を
取

り
壊
さ
な
け
れ
ば
必
要
な
規
模
を
確
保

で
き
ま
せ
ん
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
安
曇
野
建
設
事
務
所
に
移
転
を
求
め

る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

東
洋
紡
績
株
式
会
社
様
の
敷
地
は

他
の
場
所
に
比
較
し
て
想
定
す
る
事
業

費
が
高
額
と
な
る
こ
と
に
加
え

Ｊ
Ｒ

大
糸
線
の
西
側
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら

既
存
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め
る

に
は
不
便
な
条
件
が
あ
り
ま
す

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え

こ
の
3
候
補
地

は
本
庁
舎
建
設
場
所
と
し
て
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
判
断
し
ま
し
た

最
終
候
補
地
は

近
美・豊
科
プ
ル
跡
地
周
辺
ゾ
ン

総
合
的
に
判
断

豊
科
プ

ル
跡
地

他
の
候
補
地
に
つ
い
て

豊
科
近
代
美
術
館
敷
地

議会全員協議会で建設候補地を発表（5月 28日）

建設候補地の評価結果※1
評価項目 豊科近代美術館・豊科プール跡地周辺ゾーン

第
一
次
評
価

法規制等の
基本的条件

Ⅰ．農振法関連の法規制 ○
Ⅱ．都市計画法関連の法規制 ○
Ⅲ．敷地の安全性 ○
Ⅳ．基本構想の候補地との整合 ○

第
二
次
評
価

利便性
地域振興

Ⅰ．人口の集積 人口重心※ 2から 1.6km、都市計画中心※ 3から 2.7km、総合支
所中心※ 4から 1.3km

Ⅱ．交通の事情 豊科駅から 700m、あづみん豊科乗合エリア内
Ⅲ．支所機能統合の可能性 豊科総合支所との距離は 600m
Ⅳ．周辺施設との相乗効果 官公署、病院、郵便局、銀行、商店街が近い

経済性

Ⅴ．用地買収及び補償費等
（本庁舎建設に必要な想定事業費※ 5）

約 79 億 8,000 万円（概算）うち、市の実質的な負担額は約 31
億 9,000 万円

Ⅵ．敷地周辺のインフラ整備状況
道路 : 歩行者等の交通弱者の安全確保のため、歩道設置等の対応が

必要
上下水道 : 整備済

まちづくり
将来性

Ⅶ．まちづくり関連の計画等との整合 用途地域※ 6の変更、都市計画道路※ 7の見直しが必要
Ⅷ．周辺の環境への影響 一部、電波障害等の影響が予測される

Ⅸ．敷地面積及び駐車可能台数 敷地面積 :34,300㎡程度
駐車台数 :700 台程度

※１　5カ所の建設候補地の評価結果については、市ホームページまたは本庁舎建設準備室の窓口でご覧いただけます。
※２　人口重心＝平成 17年国勢調査による人口重心地はソニーイーエムシーエス株式会社様の西側約 300メートル付近
※３　都市計画中心＝ JR柏矢町駅北付近
※４　5カ所の総合支所の中心＝ソニーイーエムシーエス株式会社様から北へ約 200メートル付近（国道 147号の東側）
※５　想定事業費＝庁舎建設費、外構工事費、備品購入費、移転費、基本設計費、実施設計費、工事監理費、その他候補地の事情により生ずる用地買収費、建物

取り壊し費、補償費、仮設庁舎建設関連費等の合計
※６　用途地域＝用途の混在を防ぎ住み良いまちづくりを進めるために、住居、商業、工業など、市街地の土地利用の大枠を定めたもの
※７　都市計画道路＝都市の基盤的道路として、都市計画法に基づき計画決定された道路。その多くは昭和 30年代に決定されています。

豊科近代美術館周辺

豊科プール跡地周辺

市役所
本庁舎建設検討
特  集

市
は
5
月

日

議
会
全
員
協
議
会
で
市
役
所
の
本
庁
舎
の
最

終
建
設
候
補
地
を
発
表
し
ま
し
た

選
定
理
由
の
概
要
と
今
後

の
ス
ケ
ジ

ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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合
併
特
例
債
は
、
起
債
対
象
事

業
費
の
95
％
ま
で
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
元
利

償
還
金
（
返
済
金
）
の
約
70
％
が
国
か

ら
地
方
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
と

い
う
起
債
で
す
。

　

本
庁
舎
建
設
に
要
す
る
概
算
事
業
費

は
約
79
億
８
０
０
０
万
円
（
う
ち
起
債

対
象
事
業
費
は
約
72
億
円
）
と
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
市
の
実
質
的
な
負
担
額
は

約
31
億
９
０
０
０
万
円
に
な
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。（
安
曇
野
市
の
合
併
特
例

債
の
発
行
は
平
成
27
年
度
末
ま
で
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
に
本
庁
舎
を
完
成
さ
せ

た
場
合
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

　

こ
の
他
に
も
、
国
の
合
併
補
助
金
や

県
の
合
併
特
例
交
付
金
の
活
用
、
建
設

基
金
の
積
み
立
て
を
行
う
な
ど
、
後
年

度
負
担
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
た
め

の
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
現
在
、
本
庁
舎
建
設

事
業
を
含
め
、
今
後
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
事
業
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
る
中

で
、
本
年
度
中
に
、
財
政
計
画
を
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
現
在
、
土
地
利
用
の
状
況
や
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
検
討
す
る

中
で
、
市
内
全
域
の
用
途
地
域
（
3

ペ
ー
ジ
※
6
参
照
）
に
つ
い
て
総
合
的
に
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
道

路
（
3
ペ
ー
ジ
※
7
参
照
）
に
つ
い
て
も
、
昭

和
30
年
代
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
社
会

情
勢
、
経
済
状
況
の
変
化
か
ら
、
存
続
、
廃
止

等
を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

現
状
の
把
握
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

庁
舎
建
設
予
定
地
の
近
代
美
術
館
周
辺
は
、

用
途
地
域
が
「
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」

と
「
第
一
種
住
居
地
域
」
に
な
っ
て
お
り
、
敷

地
の
西
側
に
は
、
都
市
計
画
道
路
が
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
は
す
で
に
用
途
が
現
状
に
合
わ

な
い
こ
と
か
ら
、見
直
し
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
も
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
全
市
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

昨
年
7
月
に
策
定
し
た
「
本
庁

舎
等
建
設
基
本
構
想
」で
は
、

現
状
の
総
合
支
所
の
機
能
・

規
模
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
本
庁
舎
建
設
は
行
政

改
革
の
大
き
な
柱
に
な
る
た
め
、極
力
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
形
で

総
合
支
所
の
見
直
し
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
庁
内
に
お
い
て
、
本
庁
・
支

所
業
務
の
洗
い
出
し
と
本
庁
舎
建
設
後

を
見
据
え
た
仕
分
け
作
業
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、「
地
域
審
議
会
」
で
も
総
合
支

所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
結
果
を

踏
ま
え
、
本
庁
舎
建
設
後
の
総
合
支
所

の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、豊
科
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、

そ
の
機
能
を
新
た
な
本
庁
舎
に
統
合
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
で
は
、
十
分
な
駐
車

場
と
し
て
、
５
０
０
台
分
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
と
示
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
確
保
で
き
る
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
、
本
庁
舎
の
規
模
や
形
状

な
ど
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
近
代
美
術

館
と
豊
科
プ
ー
ル
跡
地
周
辺
に
、
合
計

７
０
０
台
程
度
（
公
用
車
約
１
５
０
台

を
含
む
）
を
確
保
で
き
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
駐
車
場
は
、来
庁
者
の
ほ
か
、

美
術
館
、
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
、
武
道

館
、
教
育
文
化
会
館
な
ど
を
利
用
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
配
慮
し
た
配
置
を
検
討
し

ま
す
。

Ｑ1

Ｑ4

Ｑ3

Ｑ2

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

建
設
資
金
は
？

駐
車
場
は
足
り
る
？

都
市
計
画
と
の

整
合
は
？

総
合
支
所
は

ど
う
な
る
の
？

主
に
合
併
特
例
債
を

活
用
し
ま
す
。

周
辺
に
約
７
０
０
台
分
を
確
保
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、

全
市
的
な
見
直
し
を
し
ま
す
。

本
庁
舎
建
設
後
も

必
要
な
機
能
は
残
し
ま
す
。

豊科近代美術館周辺。道路の向こう側に見えるのが美術館西側
駐車場。さらにその奥には豊科近代美術館と建設中の豊科交流
学習センターがある。

建設にかかわる
一問一答
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最
終
候
補
地
選
定
に
あ
た
っ
て

本
庁
舎
建
設
候
補
地
の
検
討
に
つ
い

て
は
、
合
併
前
の
段
階
か
ら
多
く
の
皆

さ
ま
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
７
月
に
は
、「
安
曇
野
市
本

庁
舎
等
建
設
審
議
会
条
例
」を
制
定
し
、

委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
熱
心
に
ご
検
討
い

た
だ
き
、
3
カ
所
の
候
補
地
（
い
ず
れ

も
市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
を
含
む
場

所
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
選
定
し
た
候
補

地
に
、
合
併
特
例
債
の
期
限
で
あ
る
平

成
27
年
度
末
ま
で
に
、
本
庁
舎
を
建
設

す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
都
市
計
画
法
や
農
地
法
、

農
振
法
な
ど
に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
も

配
慮
し
、
豊
科
地
域
の
市
街
化
区
域
内

か
ら
あ
ら
た
め
て
選
定
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。
ゼ
ロ
か
ら
の
見
直

し
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
後
年
度
の
負
担
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
も
、
合
併
特
例
債
の

期
限
内
に
は
建
設
を
完
了
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

分
庁
方
式
の

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害

さ
て
、
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
の
機

能
は
8
カ
所
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

本
年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
の
43

日
間
、
本
庁
舎
の
窓
口
に
来
ら
れ
た
お

客
さ
ま
を
対
象
に
実
施
し
た
実
態
調
査

で
は
、
他
の
庁
舎
へ
案
内
し
た
件
数
が

３
４
６
件
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外

に
、
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
豊
科
総
合

支
所
へ
の
案
内
用
紙
も
平
成
21
年
度
中

に
５
６
０
枚
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
分
散
し
た
状
況
は
、
日

常
業
務
面
で
も
弊
害
が
あ
り
、
迅
速
な

意
思
決
定
や
庁
内
各
部
課
の
連
携
・
危

機
管
理
上
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
費
用
面
に
お
い
て
も
、
庁

舎
間
の
移
動
の
経
費
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
無
駄
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

経
費
は
、
年
間
１
億
円
ほ
ど
あ
る
と
試

算
さ
れ
て
お
り
、
庁
舎
の
機
能
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
省
く
こ
と
が
で

き
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
費
用
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
望
む

サ
ー
ビ
ス
に
財
政
的
に
振
り
向
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。　

本
庁
舎
の
具
体
的
な
規
模
や
機
能

は
、
本
年
10
月
の
策
定
を
目
標
に
し
て

い
る
「
本
庁
舎
等
建
設
基
本
計
画
（
仮

称
）」
で
定
め
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
本
庁
舎
建
設
と
と
も
に
、
用

途
地
域
の
見
直
し
や
、
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
、
周
辺
道
路
整
備
を
含
む
安

全
対
策
な
ど
を
踏
ま
え
た
整
備
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
、
周

辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
多
大
な
協
力
と
ご
理
解
が
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

よ
り
良
い
庁
舎
建
設
を
進
め
る
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ワークショップの
お知らせ

本庁舎建設ユニバーサルデザイン市民会議

市 では、ユニバーサルデザインに対応した本庁舎建設に向け、ユニバーサルデザイン市民会議（ワークシ
ョップ）を設置します。ユニバーサルデザインとは、「すべての人のためのデザイン」を意味し、年齢

や障害の有無などにかかわらず、できるだけ多くの人が利用しやすいようにデザインすることをいいます。
市役所の利用者としての立場から、この市民会議に参加していただける皆さまを募集します。

■募集人数　20 人程度（このほか、各種団体の代表者なども参加予定）
■応募資格　市内に住所を有する、または勤務する 20 歳以上の人で、下記の日程で出席できる人。

■応募方法　本庁舎建設準備室または、各総合支所地域支援課窓口に備え付けの申込書に必要事項を記入し
て応募（Eメール、郵送可）してください。※申込書は、市ホームページからもダウンロードできます。

■応募期限　７月 14 日（水）（必着）
■応 募 先　安曇野市役所本庁舎建設準備室または各総合支所地域支援課
■選　　考　応募者多数の場合は、選考委員会で選考させていただく場合があります。結果は 7 月 21 日まで

に応募者全員にご連絡します。
■そ の 他　◦手話通訳者と要約筆記者を全会場に配置します。障害を持つ皆さま、ご家族の皆さま、ぜひご

参加ください。
◦会議出席に対する日当と交通費の支給はありません。
◦公募の 20 人のほか、当日の自由参加者も募ります。｢５回も参加できない ･･･｣ という皆さま

もご参加いただけます。（自由参加の事前申し込みは不要ですが、開会 15 分前までに受付で自
由参加する旨を申し出てください）

問本庁舎建設準備室（471・2000 671・5000）　mhonchoushakensetsu@city.azumino.nagano.jp

日程と会場
7 月 25 日（日）
午後 1 時～４時

穂高会館

8 月 7 日（土）
午後 1 時～４時

三郷公民館

8 月 22 日（日）
午後 1 時～４時
堀金総合支所

8 月 28 日（土）
午後 1 時～４時

豊科ふれあいホール

9 月 5 日（日）
午後 1 時～４時

明科交流学習センター「ひまわり」

本庁舎建設
までの流れ

本庁舎建設までの大まかな工程と目標時期は下図のとお

りです。なお、各計画の名称はすべて仮称となります。

後
年
度
の
負
担
を
鑑か

ん
が

み
、

早
期
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

市長から皆さまへ
メッセージ

10
月
に
具
体
的
な
計
画

平成 22 年
10 月末

平成 27
年度中基

本
計
画
の
策
定

基
本
設
計

実
施
設
計

建
設
工
事

し
ゅ
ん
工
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規模・機能、事業費、
既存施設の活用方
法等を盛り込んだ計
画書を策定します。

実際の建築工事
に使う詳細設 計
を進めます。

基 本 計 画 を も と
に、建設工事の基
本をまとめた概要
設計を進めます。



国
際
的
な
人
口
増
加
な
ど

世
界

の
食
料
事
情
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す

食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て

い
る
日
本
に
お
い
て
は

食
料
供
給
力

の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な

て
い
ま

す
国
は
昨
年
12
月

改
正
農
振
法
等
を

施
行
し

新
た
な
農
地
制
度
を
ス
タ

ト
さ
せ
ま
し
た

こ
の
制
度
改
正
は
「
農
地
の
減
少

を
食
い
止
め

農
地
確
保
を
図
る
こ

と
」
「
農
地
を
貸
し
や
す
く

借
り
や

す
く
し

農
地
の
効
率
的
利
用
を
図
る

こ
と
」
を
狙
い
と
す
る
も
の
で
す

今
回
の
改
正
は

農
地
転
用
に
お
け

る
許
可
基
準
の
厳
格
化
お
よ
び
農
振
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
厳
格
化
が
特

徴
と
い
え
ま
す

農
振
法
に
お
け
る
主

な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す

１

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
厳
格
化

担
い
手
が
安
心
し
て
農
地
を
集
積
し

や
す
く
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

農

地
の
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
場
合
は

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た２

公
共
転
用
へ
の
厳
格
化

改
正
前
の
制
度
で
は
学
校
社
会
福

祉
施
設

病
院

庁
舎
な
ど
の
公
共
施

設
を
建
設
す
る
場
合

農
振
除
外
を
す

る
前
に
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た

し
か
し
改
正
後
は

開
発
に

よ
る
優
良
農
地
の
減
少
を
防
ぐ
た
め

農
振
除
外
の
手
続
き
を
す
べ
て
終
了
し

改
正
後
は

真
に
地
域
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
か

否
か
の
基
準
が
厳
格
化
さ
れ

運
用
に

お
い
て
農
業
振
興
施
設
と
し
て
の
位
置

付
け
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た

食
糧
供
給
力
の
確
保
は

日
本
の
将

来
に
と

て
大
変
重
要
な
課
題
で
す

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は

農

地
の
減
少
を
食
い
止
め

農
地
の
確
保

を
図
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

豊
か
な
田
園
を
誇
る
安
曇
野
市
に
お

い
て
も

優
良
農
地
の
確
保
に
努
め
て

ゆ
く
方
針
で
す

な
け
れ
ば
事
業
に
着
手
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た

３

農
用
地
区
域
に
含
め
る
土
地
の
厳
格
化

農
用
地
区
域
に
含
め
る
べ
き
集
団
的

農
用
地
の
規
模
と
し
て
【
お
お
む
ね

20

以
上
】
と
な

て
い
ま
し
た
が

【
お
お
む
ね
10

以
上
】
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た

こ
れ
に
よ
り

優
良
農

地
の
位
置
付
け
が
厳
格
化
さ
れ

小
規

模
な
農
地
も
優
良
農
地
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

４
『
地
域
の
農
業
の
振
興
の
観
点
か
ら

定
め
ら
れ
た
計
画
』
に
位
置
付
け
る

こ
と
へ
の
厳
格
化

農
用
地
区
域
で
は

原
則

土
地
改

良
事
業
等
の
実
施
後

8
年
以
上
が
経

過
し
て
い
な
け
れ
ば
農
振
除
外
は
で
き

ま
せ
ん

し
か
し
そ
の
例
外
と
し
て

【
地
域
の
農
業
の
振
興
の
観
点
か
ら
定

め
ら
れ
た
計
画
】
に
位
置
付
け
ら
れ
た

農
業
振
興
施
設
の
用
地
は

公
益
性
が

特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
用
地

と
し
て

農
振
除
外
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す

　市町村は、農振法に基づき、農業振興地域整備計画を策定
することができ、安曇野市においても、安曇野市農業振興地
域整備計画が策定されています。この計画は、優良な農地を
保全するとともに、農業振興のための各種施策を計画的に実

施するための総合的な農
業振興計画となっていま
す。農用地区域は、この
計画の中で定められてい
る区域であり、今後相当
長期にわたり農業上の利
用を確保すべき土地とし
て位置付けられており、
通常、区域内の農地を【青
地農地】と呼んでいます。

やむを得ず農用地区域内の農地を農地以外の目的に転用す
る場合、農業振興地域整備計画の変更が必要であり、この変
更を農振除外といいます。この農振除外は、農振法で厳しく
制限されており、原則、以下の要件をすべて満たす場合のみ、
除外することができます。
1．農用地区域以外に代替すべき土地がないこと。　
2．農業上の効率的かつ総合的な利用に支障を及ぼすおそれが
ないこと。　

3．担い手等、農地の利用集積に支障を及ぼさないこと。　
4．土地改良施設の有する機能に支障を及ぼすおそれがないこと。
5．農業生産基盤整備事業完了後、8年を経過している土地で
あること。

6．その他：農地法等、他法令に基づく許認可の見込みがある
こと。

［用語解説］ 農用地区域 （のうようちくいき） ［用語解説］ 農振除外 （のうしんじょがい）

　すべての案件に改正農振法が適用されま
す。個々の案件ごと農振除外の可否が判断
されますので、具体的な計画がある場合は、
下記までご相談ください。

三郷総合支所内農林部農政課
　　477・3111 677・6060

農振除外を検討している方へ

注目

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律（
農
振
法
）の
一
部
改
正

新
た
な
農
地
制
度
ス
タ

ト

農
振
除
外

厳
格
化
へ

農
用
地
区
域
内
（
い
わ
ゆ
る
「
青
地
農
地
」）
に
住
宅
等
を
建
設
す
る
な
ど

青
地
農
地
を
農
地
以
外
に
転

用
す
る
場
合

農
振
除
外
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

国
は
昨
年

農
地
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て

農
振
法
等
を
改
正
し

優
良
農
地
の
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す

改
正
の
概
要

新
た
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

農振除外の厳格化
主な改正ポイント！農用地区域からの除外…

公　共　転　用…

農用地区域に含める土地…

『地域の農業の振興の観点から定められた計画』に位置づけること…

農用地区域内の農地について、担い手への利用集積に支障を及ぼす恐
れがある場合は、除外ができなくなります。

農振除外の手続きが終了しなければ、公共施設の建設事業に着手す
ることができなくなりました。

農用地区域に含めるべき集団的農用地の規模として、【おおむね20ヘク
タール以上】から【おおむね10ヘクタール以上】に引き下げられました。

農振除外が認められる農業振興施設は、「地域農業の振興を図るために真
に必要な施設」に限定されます。

厳しくなりました

【注目情報】 農地制度が変わります
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清
水
邦
昭（
上
鳥
羽
）
細
田
五
十
次（
下

鳥
羽
）
丸
山
雄
一（
本
村
）
遊
橋
洪
基

（
吉
野
）
山
口
高
史（
成
相
）
坂
槇
正

二（
新
田
）
丸
山
眞
登（
寺
所
）
山
本

紘
子（
踏
入
）
伊
藤
義
典（
細
萱
）
等
々

力
元
博（
重
柳
）吉
原
貞
夫（
真
々
部
）

高
山
彬（
た
つ
み
原
）
竹
内
秀
太
郎（
飯

田
）
水
谷
尊
志（
下
飯
田
）
内
田
忠
明

（
中
曽
根
）
藤
田
輝
邦（
熊
倉
）
百
瀬

陽
子（
ア
ル
プ
ス
）
寺
島
要（
徳
治
郎
）

花
村
義
弘（
田
沢
）
村
田
善
司
（
小
瀬

幅
）
髙
橋
邦
夫（
大
口
沢
）
草
深
温

（
光
）
藤
田
孝（
桜
坂
）

小
松
三
郎（
矢
原
）
耳
塚
忠
治（
白
金
）

望
月
久
義（
等
々
力
）
勝
野
正
道（
等
々

力
町
）
那
須
誠（
穂
高
町
）
窪
田
征
二

（
穂
高
）
中
村
伸（
橋
爪
）
良
波
利
正

（
耳
塚
）
小
林
昭
重（
富
田
）
北
澤
貞

雄（
豊
里
）
丸
山
富
士
夫（
小
岩
嶽
）

矢
ノ
口
九
二
三（
嵩
下
）
塚
田
未
喜
男

（
新
屋
）
太
田
和
男（
古
厩
）
森
島
英

雄（
立
足
）
熊
井
深
男（
柏
原
）
相
田

健
一（
久
保
田
）
平
田
宏（
塚
原
）
藤

原
大
令（
牧
）
川
上
富
三（
柏
矢
町
）

山
本
厚
男（
島
新
田
）
有
賀
邦
宏（
青

木
花
見
）
丸
山
守
孝（
狐
島
）

塚
田
俊
朗（
北
小
倉
）
中
田
冨
美
子（
南

小
倉
）
飯
澤

幸（
東
小
倉
）
中
田
都

夫（
室
町
）
髙
山
節
夫（
野
沢
）
二
木

永
和（
上
長
尾
）
松
岡
光
正（
下
長
尾
）

那
須
野
卯
久（
楡
）
神
谷
保
明（
住
吉
）

今
泉
進
兒（
七
日
市
場
）
桜
井
秀
人（
一

日
市
場
）
三
澤
晴
男
（
二
木
）
降
旗

良
光（
及
木
）
宮
澤
武
矩（
中
萱
）

萩
原
賢
司（
岩
原
）
望
月
将
兵（
倉
田
）

丸
山
宏
充（
上
堀
）
一
志
茂
夫（
中
堀
）

平
倉
肇（
下
堀
）
安
田
好
美（
扇
町
）

林
公
也（
小
田
多
井
）
内
田
征
矢
男（
田

尻
）
猿
田
統
弘（
田
多
井
）

越
俊
光（
大
足
）
丸
山
光
男（
光
）
内

川
勝
治（
宮
中
）
望
月
靖
弘（
町
）
大

堀
浩
司（
明
科
）
小
林
章
男（
潮
）
宝

喜
吉（
潮
沢
）
塩
入
節
雄（
木
戸
）
望

月
正
勝（
上
生
野
）
宮
下
淳（
上
押
野
）

丸
田
健
三（
下
押
野
）
望
月
淑
人（
塩
川

原
）
臼
井
彰
宏（
荻
原
）
赤
羽
文
博（
南

陸
郷
）

各地域の区長

事務長
松岡光正（下長尾）

会長
竹内秀太郎（飯田）

副会長
内川勝治（宮中）

副会長
林公也（小田多井）

副会長
塚田俊朗（北小倉）

会長代理（副会長）

勝野正道（等々力町）
会長代理に就任して…住み良い
地域づくりの主人公は、区民・
市民です。それぞれの区民の思
い、地域の誇りを大切にして、
行政との連携・協働を推進し、
竹内会長を中心に83区の全区長
が支え合い、少しでも市の発展
に寄与できればと思います。

住民自治組織のリーダー

新 年 度
区長紹介
市内83区の区長がそれぞれ選出されま
した。各地域の区長と本年度の区長会
役員の皆さんを紹介します。（敬称略）

穂
高
地
域
（

区
）

三
郷
地
域
（

区
）

堀
金
地
域
（

区
）

明
科
地
域
（

区
）

豊
科
地
域
（

区
）

―
会
長
に
就
任
さ
れ
て

　

ど
ん
な
お
気
持
ち
で
す
か
？

　

最
初
に
理
事
会
で
会
長
要
請
の
発

言
が
出
さ
れ
た
時

極
度
に
緊
張
し

ま
し
た

責
任
を
全
身
で
感
じ
た
サ

イ
ン
だ
と
思
い
ま
す

今

各
区
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
苦
労
し
て

い
ま
す
が

地
域
活
動
の
活
発
化
な

く
し
て
安
曇
野
市
の
飛
躍
は
な
い
と

思
い
ま
す

83
区
の
区
長
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て

精
い

ぱ
い
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す

―
地
域
活
動
の
良
さ
は
何
で
す
か
？

　

区
は
行
政
と
連
携
し
て

ご
み
集

積
所
の
管
理

防
犯

防
災
活
動

生
活
道
路
や
安
全
施
設
の
維
持
管
理

な
ど

日
常
生
活
の
場
で
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
し
て
い
ま

す

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
が
良

く
な
る
ば
か
り
で
な
く

気
楽
に
区

の
仲
間
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う

こ
と
で

個
人
と
し
て
も
元
気
で
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
く
環
境
が
確
保
で

き
る
と
思
い
ま
す

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
「
森
」
に
例

え
る
と

区
の
ま
ち
づ
く
り
は
さ
ま

ざ
ま
な
色
や
形
を
し
た
木
々
や
そ
の

枝
葉
に
例
え
ら
れ
ま
す

個
性
あ
ふ

れ
る
枝
・
葉
が
生
き
生
き
と
活
動
し

て
い
る

そ
ん
な
特
徴
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
各
地
で
展
開
さ
れ
る
こ
と

で

全
体
の
森
（
安
曇
野
市
）
は
力

強
く

魅
力
に
満
ち
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す

―
市
民
へ
の
メ

セ

ジ
を

区
の
活
動
は
「
地
域
に
住
む
住

民
が

住
み
良
い
ま
ち
を
目
指
し

て

住
民
み
ん
な
で
協
力
し
て
取
り

組
む
」
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
区
の
ま
ち
づ
く
り

は

行
政
の
支
援
策
を
上
手
に
活
用

し
な
が
ら

自
ら
知
恵
と
汗
を
出
す

こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
ま
す

人
と

人
と
の
支
え
合
い
を
原
点
と
し
た

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

そ
ん
な

地
域
社
会
を
目
指
し
て

各
地
域
の

区
長
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し

と
も
に
汗
を
流
し
ま
し

う

色
々
な
葉
が

生
き
生
き
と
す
れ
ば

森
は
力
強
く
魅
力
的
に

［プロフィル］ 平成 20年から豊科飯
田区の区長に。昨年は市区長会事務
長を務める。「地域を良くしたいと
いう気持ちは潜在的にみんな持って
いるもの。その気持ちを自然に引き
出せれば」と抱負を話します。

―
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で

区
の
ま
ち
づ
く
り
は

ど
ん

な
役
割
を
担
う
と
考
え
ま
す
か
？
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　子どもの日の恒例行事である「童謡祭り（同実行
委員会主催）」が 5 月 5 日、豊科公民館ホールで開
かれました。今回で 47回目を迎えるこの催しは、「め
えめえ子山羊」の作詞者として知られる豊科出身の
詩人・藤森秀夫（1894 － 1962）を顕彰するために、
毎年開かれています。
　この日は、藤森秀夫の作品披露のほか、第 29 回
作詞作曲コンクール入選者の表彰、演奏会が行われ
ました。このうち、作詞作曲コンクールでは、市内
の小中学校から募った全 15 点の作品の中から、最
優秀賞には、三郷小学校 6年の関根真澄さんが作詞
し、東城華菜さんが作曲した「心の輝き ･･･Shining 
of heart」が選ばれました。関根さんは、仲間一人
一人が輝いている姿をイメージして作詞。東城さん
は、優しいメロディーにすることに心をくばり、作曲し
ました。この日、歌を披露した三郷小学校合唱団の
メンバーの一人は、「歌っていると自然と笑顔になっ
た」と満足そうに歌の感想を話してくれました。

　あづみの公園早春賦音楽祭（同実行委員会主
催）が 5月 4 日、国営アルプスあづみの公園で
開かれました。日本を代表する唱歌「早春賦」は、
安曇野の春がモチーフになったといわれていま
す。この日は１万5,340人が来場。フォークグルー
プのビリーバンバン、小中学校の合唱団、公募
による演奏者など、さまざまなジャンルの音楽
愛好者が集い、歌や演奏を披露しました。また、
今回の特別企画として、公募による合唱団を結
成。飛び入りの参加者も加わり、100 人以上の
大合唱が、北アルプスのふもとに響きました。

　地域ボランティアで作る「チームみさとファー
ム」と三郷小学校はこのほど、アイガモ農法を
体験する授業を始めました。体験するのは 5年
生 195 人。20 人ほどのボランティアとともにア
イガモの小屋作り、田植え、収穫などに取り組
みます。アイガモは水田の雑草や害虫を食べる
など、米作りを助けてくれます。5月 25 日には、
5年 4、5 組の児童が小屋を田んぼに設置したの
ち、アイガモ 30 羽を放ちました。5組担任の山
田忍教諭は、「命と食とのかかわり、地域とのか
かわりを感じてもらえれば」と期待を寄せてい
ます。

5/5　第 47 回童謡祭り

5/4　あづみの公園早春賦音楽祭　

5/25　三郷小学校の田んぼでアイガモ放鳥

歌い継ぐ 藤森秀夫の心

春告げる 早春賦のハーモニー

食と農で 命感じて

　農家の女性などでつくるおひさまクラブ
（平林トモ子会長）と堀金児童クラブは 5月
10 日、堀金公民館で野菜づくりを始めまし
た。この取り組みは、野菜づくりを通じて
お互いのかかわりを深めようという狙いが
あります。平林会長は「都会にはない安曇
野ならではの交流を図りたい。地域に戻っ
たときに、心の通ったあいさつができるこ
とを楽しみにがんばりたい」と抱負を話し
ました。収穫は 7月下旬になる予定です。

　明南小学校の 5 年生 61 人が 5 月 13 日、
明科築堤護岸工事の現場見学会を行いまし
た。この見学会は、公共事業への理解を深
めてもらうと同時に、自らが生活する地域
の川に関心を寄せてもらおうと、市と国土交
通省千曲川河川事務所が主催したものです。
　見学会を行った明科中川手地区（犀川橋
下流の右岸）は、犀川の水が堤防に強く当
たる場所で、強化対策を行ったものです。
子どもたちは、工事の説明を受けたほか、
完成後は水没して見られなくなる巨石に、
「宝」、「恵み」などの願いを記し、工事の完
成を願いました。

　市の給食センターでは、地域食材を多く用いた給
食を提供する「安曇野の日」を月に１回設けています。
　この取り組みは、地域の食文化への理解や、食材
への感謝の心をはぐくむために行っているものです。
　「安曇野の日」である 5月 19 日、豊科北小学校 4
年 2組の児童 33 人は、担任の先生から食材の説明を
受けた後、地元産の信州サーモンやしめじを使った
「カップ焼き」、りんごジュースを使った「りんごゼ
リー」など 5品からなる給食を味わいました。友だ
ちとの会話を楽しみながら食事を楽しんでいた永沼
双葉さんは、「カップ焼きがとってもおいしかった。
おいしい給食に感謝します」。担任の曽山啓教諭は、
「自分たちの暮らす地域で取れたものは思い入れが
ある。安曇野には『おいしいものがたくさんあった』
という原体験になれば」と話してくれました。

5/10　堀金児童クラブで野菜づくり

5/13　小学生が犀川護岸工事を見学

5/19　市内小中学校の学校給食で「地域食材の日」　

大きくなぁれ！ 交流の苗

私たちのまちを守って

「安曇野」をペロリ。
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Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
は
、
信
州
大
学
人
文
学
部
と
地
域

文
化
の
振
興
・
生
涯
学
習
・
学
術
研
究

な
ど
の
分
野
で
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
度
、
同
学
部
に
委
託
し
た

調
査
研
究
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

7
月
15
日
（
木
）

　

午
後
7
時
～
9
時

●
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
内
容　

▽
『
安
曇
野
市
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
と

景
観
形
成
を
め
ぐ
る
社
会
調
査
』
信

州
大
学
人
文
学
部 

村
山
研
一
教
授

▽
『
近
現
代
安
曇
野
地
域
に
お
け
る

「
地
域
文
化
」と「
平
和
文
化
』
信
州

大
学
人
文
学
部 

大
串
潤
児
准
教
授

　

県
内
統
一
の
試
験
と
受
験
講
習
会
お

よ
び
更
新
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

《
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
》

●
日
時　

10
月
23
日
（
土
）

●
場
所　

松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
受
験
料　

７
、
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

7
月
26
日
（
月
）
～
8

月
6
日
（
金
）〈
土
日
を
除
く
〉
の

間
に
、
下
水
道
公
社
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
受
験
講
習
会
》

●
日
時　

9
月
17
日
（
金
）

●
場
所　

松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

６
、
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

希
望
者
は
責
任
技
術
者

試
験
申
し
込
み
と
同
時
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

《
更
新
講
習
会
》

●
日
時　

10
月
8
日
（
金
）

●
場
所　

松
本
文
化
会
館

●
費
用　

８
、
５
０
０
円
（
登
録
手
数

料
２
、
０
０
０
円
含
む
）

●
申
し
込
み　

7
月
1
日
（
木
）
～
14

日
（
水
）
の
間
に
、
下
水
道
公
社
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
本
年
か
ら
責
任
技
術
者
の
登
録
は
長

野
県
下
水
道
公
社
（

０
２
６
・
２

３
２
・
２
３
７
３
）
が
行
い
ま
す
。

　

今
お
住
ま
い

の
住
宅
に
、
住

宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
。
火
災
は
皆
さ
ん
の
尊
い
命
や
財
産

を
奪
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
お
宅
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
１
日

も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

信
州
大
学
人
文
学
部

委
託
調
査
研
究
報
告
会

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71･

２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

問
豊
下
水
道
課
維
持
管
理
担
当

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
２
５
１
０
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

も
う
お
済
み
で
す
か
？

問
豊
科
消
防
署　

72
・
３
１
４
５

穂
高
消
防
署　

８２
・
３
２
６
２

梓
川
消
防
署　

７８
・
２
０
９
０

明
科
消
防
署　

６２
・
２
９
９
２

せ

ら

知

お

　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、「
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作
り

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
暑
い
夏
を

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、
赤
ジ
ソ
を
使

っ
て
、
の
ど
ご
し
さ
わ
や
か
な
シ
ソ
ジ

ュ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

7
月
17
日
（
土
）

▽
午
前
の
部　

午
前
9
時
～

▽
午
後
の
部　

午
後
1
時
～

●
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
東
）

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

●
費
用　

１
本（
１
㍑
ビ
ン
）３
０
０
円

（
5
本
程
度
持
ち
帰
り
可
能
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
炊

事
用
手
袋
・
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

●
申
し
込
み　

6
月
30
日
（
水
）
か
ら

豊
科
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課
で
受

け
付
け
ま
す
。
電
話
ま
た
は
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、

「
親
子
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

推
進
員
に
よ
る
調
理
指
導
の
ほ
か
、
健

康
な
食
生
活
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り

ま
す
。
料
理
を
通
じ
て
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
費
用　

無
料

●
実
習
内
容　

・
か
ん
た
ん
お
好
み
焼
き

・
ゴ
マ
あ
ん
入
り
白
玉
団
子

・
き
の
こ
と
わ
か
め
の
み
そ
汁

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

7
月
1
日
（
木
）
～
9

日
（
金
）
の
間
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
土
日
は
除
く
）
定
員
に
達
し
次
第

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします 広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで
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室

教目
指
せ
！
究
極
の
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス

シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
講
習
会

問
豊
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

上
手
に
で
き
た
よ
～

親
子
料
理
教
室

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

１
６
２
３ 

81･

０
７
０
３
）

会場 日時 定員 申し込み・
問い合わせ先

三郷公民館
調理実習室

7 月 25 日（日）
9：30 ～ 12：30 親子12組 三郷保健センター

（477・9111）

明科保健センター 7 月 29 日（木）
10：00～12：30 親子12組 明科保健センター

（481・2251）

穂高保健センター 7 月 30 日（金）
9：30～12：30 親子15組 穂高保健センター

（481・0711）

堀金保健センター 8 月 6 日（金）
9：30～12：30 親子12組 堀金保健センター

（473・5770）

寄附・寄贈のお礼
 【敬称略】（５月６日～ 17 日）

▷信越郵便局長協会　車イス１台　地
域福祉支援のため　▷信州ふるさとづ
くり応援団理事長　等々力秀和　ふる
さとウォッチングマップ　100 冊　環
境教育および景観活動のため　▷塚田
清光　書籍「ワンと鳴くカエル」50 冊
学術向上に資するため

●日程

住宅用
火災警報器
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市
で
は
、
信
州
大
学
教
授
の
本
郷
実

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
中
性
脂
肪
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
質
異
常
症
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
く
「
健
康
づ
く
り

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

7
月
3
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

松
本
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、

本
年
度
か
ら
松
本
市
、
塩
尻
市
、
安
曇

野
市
の
3
市
に
障
害
児
・
障
害
者
相
談

支
援
の
た
め
の
中
核
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
地
域
ご
と
に
相
談
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
安
曇
野
市
に

お
い
て
は
、
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
「
あ
る
ぷ
」
が
中
核
セ
ン
タ
ー
に
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。「
あ
る
ぷ
」
の

担
当
区
域
は
、
安
曇
野
市
、
麻
績
村
、

筑
北
村
、
生
坂
村
と
な
り
ま
す
。
昨
年

ま
で
、「
あ
い
あ
い
」
な
ど
「
あ
る
ぷ
」

以
外
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ

れ
て
い
た
皆
さ
ま
は
変
更
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

相
談
事
業
所
は
替
わ
っ
て
も
、
今
ま

で
ど
お
り
の
相
談
支
援
を
維
持
し
て
い

く
と
共
に
、
個
人
情
報
な
ど
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
部
分
は
、
引
き
継
ぎ
の

際
に
最
大
限
の
配
慮
を
致
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
平
成
17
年

5
月
以
降
積
極
的
に
接
種
す
る
よ
う
勧

め
る
こ
と
は
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
で
は
新
型
の

「
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」

の
安
全
性
の
確
認
と
供
給
実
績
な
ど
か

ら
、
第
1
期
の
標
準
的
接
種
期
間
に
該

当
す
る
人（
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、

3
歳
に
対
す
る
初
回
接
種
）
に
対
し
て

積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
を
受
け
、
本
年
度
の
該

当
者
に
予
防
接
種
予
診
票
を
発
送
し
ま

す
。

●
対
象
者　

4
月
1
日
現
在
3
歳
の
お

子
さ
ん
お
よ
び
本
年
度
中
に
3
歳
に

な
る
お
子
さ
ん
（
通
知
は
誕
生
月
の

前
月
末
に
発
送
し
ま
す
）

※
第
１
期
定
期
予
防
接
種
対
象
年
齢

（
6
カ
月
～
7
歳
半
未
満
）
の
お
子

さ
ん
の
う
ち
、
本
年
度
の
対
象
者
以

外
で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は

予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。
穂
高
健
康

支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進
課
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
第
2
期
定
期
予
防
接
種
対
象
年
齢

（
9
歳
～
13
歳
未
満
）
お
よ
び
7
歳

半
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
お
子
さ
ん
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、今
後
、国
の
方

針
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
？

健
康
づ
く
り
講
演
会

問
穂
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81･

１
６
２
２ 

81･

０
７
０
３
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

問
穂
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81･

０
７
２
６ 
81･

０
７
０
３
）

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
る
ぷ
」

市
の
中
核
セ
ン
タ
ー
に

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

ま
た
は
松
本
圏
域
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー「
あ
る
ぷ
」

（

73
・
４
６
６
４ 

73
・
２
２
６
５
）

　

高
齢
者
が
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
明
る

く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
る
「
信
州
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
高
齢
者
作
品
展
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
出
品
者
資
格

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
26
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

●
募
集
部
門

日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、手
工
芸
、書
、

写
真
の
6
部
門

●
申
し
込
み　

8
月
10
日
（
火
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢

者
介
護
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
作
品

展
出
品
票（
所
定
用
紙
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
規
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
募
集
案
内
を
お
取
り
寄
せ
く
だ

さ
い
。

●
作
品
搬
入　

8
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢

者
介
護
課
ま
で
作
品
を
梱
包
（
こ
ん

ぽ
う
）の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
新
た
に
就
農
し
た
人
、
就
農

に
向
け
て
研
修
を
受
け
て
い
る
人
を
対

象
に
生
活
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

認
定
就
農
者
の
う
ち
、

就
農
し
て
か
ら
3
年
以
内
、
ま
た
は

里
親
研
修
制
度
に
よ
る
研
修
を
受
け

て
い
る
人
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

①
県
農
業
担
い
手
育
成
基
金
の
「
先
進

的
農
家
で
の
研
修
費
」
を
受
給
し
て

い
る
者
（
予
定
者
を
含
む
）

②
市
営
新
規
就
農
住
宅
に
居
住
す
る
者

③
国
・
県
・
市
、
そ
の
他
の
公
的
団
体

か
ら
就
農
者
育
成
・
生
活
支
援
の
目

的
で
月
額
3
万
円
以
上
の
給
付
を
受

け
て
い
る
者
。

④
親
族
の
認
定
農
業
者
と
一
緒
に
経
営

し
て
い
る
者

⑤
企
業
等
に
常
勤
雇
用
さ
れ
て
い
る
者

●
定
員　

3
人
程
度

●
給
付
額　

月
額
5
万
円
（
最
長
3
年

間
）
た
だ
し
、
給
付
期
間
満
了
後
、

市
内
に
居
住
し
、
農
業
に
5
年
間
従

事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法　

審
査
会
に
お
い
て
厳
正

な
審
査
を
行
い
支
援
対
象
者
を
決
定

し
、
本
人
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
申
請
方
法　

希
望
者
へ
は
市
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
必
要
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
間　

7
月
23
日
（
金
）
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
９
９
‐
８
１
０
１

安
曇
野
市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
‐
１

安
曇
野
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

（
73
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

　

国
で
は
、
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

基
本
は
個
人
事
業
と
な
り
ま
す
が
果
樹

農
家
の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）
な
お
、事
業
承

認
後
で
な
け
れ
ば
着
手
が
で
き
ま
せ

ん
。ま
た
、事
業
ご
と
に
条
件
な
ど
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
三
郷
総
合
支
所
内
産

業
建
設
課
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口

へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

6
月
30
日
（
水
）
ま
で

に
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

祉

福
・

康

健

内閣総理大臣名の書状を贈呈
　先の大戦において、戦地等に派遣され、戦時
衛生勤務に従事した旧日本赤十字社救護看護
婦および旧陸海軍従軍看護婦（慰労給付金受給
者を除く）の皆さんに対して、そのご労苦に報
いるため内閣総理大臣名の書状が贈呈されま
す。詳しくは下記までお問い合わせください。
●請求期限　平成 23 年 3 月 31 日（水）
問総務省大臣官房総務課管理室業務担当
　（403･5253･5182）

「社資募集」にご協力をお願いします
　日本赤十字社では、皆さんから寄せられる
社費と寄付金により支えられ、災害救護を始
め、地域の奉仕活動、社会福祉支援などを行
っています。安曇野市地区においては、6 月よ
り社資の募集活動を行っています。皆さんの
一層のご理解と温かいご支援をお願いします。
問日赤安曇野市地区事務局
　（穂高健康支援センター内社会福祉課）
　（481･0716 681･0703）

２
０
１
０
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

出
展
作
品
の
募
集

問（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）

健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81･

０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

業

農新
規
就
農
者
を
応
援
し
ま
す
！

生
活
支
援
金
の
給
付

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

問
三
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

事業名 対象品目 補助率 実施要件 助成対象者
防霜ファン
・防風網の整備 りんごなど 1/2以内 10㌃以上で、果樹共済に

加入していること
産地計画で産地の担い手
とされた農業者

条件不利園地の
廃園（伐採） りんご（わい化含む） 定額

（8万円/10㌃）
２㌃以上で、廃園面積と同
等以上の別な園地を担い
手へ集積すること

すべての農業者

特認植栽
（水田等への植栽） すべての果樹 1/2 以内 ２㌃以上

産地計画で産地の担い手
とされた農業者

小規模園地整備
①園内道の整備
②土壌土層改良

（簡易な暗渠）
すべての果樹 1/2 以内 ①10㌃以上

②２㌃以上

優良品種
・品目への改植

①りんご（わい化へ）
②りんご（普通樹へ）
③その他の果樹

①定額（32万円 /10㌃）
②定額（16万円 /10㌃）
③ 1/2以内

２㌃以上



安曇野市
景観条例（案）

安曇野市の
適正な土地

利用に関する
条例（案）

都市計画
マスター

プラン（案）
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市
で
は
、
合
併
後
の
土
地
利
用
制
度

の
統
一
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、
本
年

9
月
に
条
例
制
定
、
来
年
4
月
条
例
施

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
条

例
制
定
を
前
に
、
本
年
4
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
、
区
単
位
で
基
本
集
落
を

図
面
に
明
示
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
く

地
区
別
説
明
会
を
順
次
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）
お
よ

び
農
政
課
か
ら
改
正
農
振
法
に
つ
い
て

説
明
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

《
図
面
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
》

　

説
明
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
人
の

た
め
に
、
豊
科
地
域
の
基
本
集
落
の
図

面
が
次
の
と
お
り
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間　

8
月
2
日
～
9
月
30
日

●
閲
覧
場
所　

豊
科
総
合
支
所
と
豊
科

公
民
館

※
穂
高
地
域
の
説
明
会
開
催
予
定
は
、

次
回
の
広
報
で
掲
載
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く

り
、
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
を
目
指
し
た
「
安
曇
野
市
の
適
正
な

土
地
利
用
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
と
、

安
曇
野
の
景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
の

「
安
曇
野
市
景
観
条
例
（
案
）」
を
そ
れ

ぞ
れ
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本

計
画
）（
案
）」
を
、
都
市
計
画
策
定
委

員
会
を
中
心
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
後
、
こ
れ
ら
を
制
定
す
る
に
あ
た

り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
か
勤
務・通
学
す
る
人
。ま
た
は
、市

内
で
事
業
活
動
を
行
う
法
人
・
団
体
。

●
応
募
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
総
合
支
所
内

地
域
支
援
課
で
閲
覧
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
特
に
定
め
ま

せ
ん
が
、
提
出
す
る
人
（
団
体
）
の

住
所
・
氏
名
（
団
体
名
・
代
表
者
名
）・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ
郵
送

す
る
か
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
支
援
課
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
限　

7
月
14
日
（
水
）
必
着

●
郵
送
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

安
曇
野
市
役
所
都
市
計
画
課
計
画
係

●
そ
の
他　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
市
の
考
え
方
を
整
理
し
た
う

え
で
意
見
募
集
結
果
と
し
て
公
表
し

ま
す
。（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

は
公
表
し
ま
せ
ん
）

土
地
利
用
制
度
統
一
に
向
け
て

地
区
別
説
明
会
の
開
催

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
目
指
し
て

土
地
利
用
制
度
に
ご
意
見
を

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･
３
５
６
９
）

　

市
で
は
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
住

宅
の
耐
震
診
断（
無
料
）を
行
っ
て
い
ま

す
。
診
断
は
、「
長
野
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

建
築
士
が
、市
の
依
頼
を
受
け
行
い
ま
す
。

施
。
結
果
が
評
点
１
・
０
以
上
の
家
は

ま
ず
は
ひ
と
安
心
。
１
・
０
未
満
の
人

に
は
補
強
工
事
な
ど
の
提
案
を
し
ま
す
。

補
強
工
事
を
し
よ
う
！

　

前
記
の
精
密
診
断
の
結
果
か
ら
補
強

工
事
を
決
め
た
人
に
は
補
助
（
所
得
制

限
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
。
補
強
工
事
費

の
１
／
２
（
最
高
60
万
円
）
が
補
助
さ

れ
ま
す
。
一
定
以
上
の
成
果
が
出
る
工

事
で
な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
設

計
士
・
工
務
店
な
ど
に
相
談
し
て
工
事

内
容
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
補
強
工
事

以
外
は
対
象
外
で
す
。

税
の
優
遇
処
置
が
あ
る
と
聞
い
た
が

　

補
強
工
事
金
額
に
よ
り
所
得
税
や
固

定
資
産
税
の
軽
減
が
一
定
条
件
を
満
た

す
と
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
予
定
件
数
ま
で
ま
だ
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
住
宅

左
記
の
全
て
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅
（
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
や
非
木
造
の
住
宅

は
対
象
外
）

○
個
人
所
有
の
住
宅
（
長
屋
・
共
同
住

宅
は
除
く
）

●
申
し
込
み

　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課
に
備

え
付
け
の
申
出
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
次
年

度
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
は
、各
総

合
支
所
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
診
断
を
す
る
の
？

①
【
簡
易
診
断
（
無
料
）】

　

専
門
の
診
断
士
が
、
家
に
お
伺
い
し

て
外
観
な
ど
を
見
な
が
ら
、
お
住
ま
い

の
人
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
結
果

が
評
点
１
・
０
以
上
の
場
合
は
ひ
と
ま

ず
安
心
。
１
・
０
未
満
の
場
合
は
要
望

に
よ
り
②
へ
。

②
【
精
密
診
断
（
無
料
）】

　

簡
易
診
断
の
結
果
が
評
点
１
・
０
未

満
の
住
宅
で
、
補
強
工
事
を
前
提
と
し

て
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
を
希
望
す
る

人
が
精
密
診
断
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

専
門
の
診
断
士
が
家
の
中
や
天
井
裏
、

床
下
な
ど
に
入
り
、
詳
細
な
調
査
を
実

画

計

市

都

●豊科地域の開催日程
※時間：各会場とも 19：30 ～（2 時間程度）

開催日 会場 該当区
7月9日（金） 細萱公民館 重柳　細萱

12日（月） 新田公民館 新田
14日（水） 寺所公民館 踏入　寺所　徳次郎
16日（金） 豊科ふれあいホール 成相 本村
21日（水） 熊倉公民館 アルプス　熊倉
23日（金） 吉野コミュニティセンター 吉野　中曽根
26日（月） 上鳥羽公民館 下鳥羽　上鳥羽　真々部
28日（水） JA高家支所 下飯田　飯田　たつみ原
30日（金） 小瀬幅公民館 光　桜坂　小瀬幅　田沢　大口沢

土地利用制度統一に向けて
　合併後の土地利用制度の統一は、平成 18 年度
から市民検討委員会などを中心に検討を進めてき
ました。その後、委員会では、平成 20 年３月に「土
地利用に関するルール」と「景観等に関するルー
ル」を定めるよう市に対して提言しました。市で
はこれを受け、平成 20 年９月には、土地利用制
度は独自条例で統一を図ることを決め、各条例と
マスタープラン（案）が策定されました。

宅

住あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

穂高地域開発事業の承認
穂高町まちづくり条例の規定に基づき、
市長が承認した事業を公表します。

平成 22 年 3 月の開発審査分
（承認日　平成 22 年４月 12 日）

●株式会社Ａ＆Ｍサンワの開発事業
・場所　穂高有明 7604 番 3
・開発面積　1,470.00㎡
・目的　美術館備品収蔵用倉庫の建設
●タナカグループ株式会社の開発事業
・場所　穂高 6699 番１外 4 筆
・開発面積　2,299.00㎡
・目的　宅地分譲 6 区画
●株式会社アスピアの開発事業
・場所　穂高 6106 番 4 外 2 筆
・開発面積　1,444.26㎡
・目的　宅地分譲 5 区画
●株式会社松澤組の開発事業
・場所　穂高牧 1490 番１
・開発面積　2,954.00㎡
・目的　宅地分譲 5 区画
●株式会社イトウの開発事業
・場所　穂高有明 1616 番 43 外１筆
・開発面積　545.00㎡
・目的　建売分譲 2 区画
●株式会社エヌ ･ ティ ･ ティ ･ ドコモ
　長野支店の開発事業
・場所　穂高牧 2279 番１
・開発面積　1,056.81㎡の内 0.91㎡
・目的　携帯電話用無線基地局の建設
●ソフトバンクモバイル株式会社の開発事業
・場所　穂高有明 1704 番 15
・開発面積　169.36㎡の内 12.00㎡
・目的　携帯電話用無線基地局の建設

平成 22 年 4 月の開発審査分
（承認日　平成 22 年 5 月 14 日）

●株式会社等々力不動産の開発事業
・場所　穂高 6539 番１外 3 筆
・開発面積　1,098.03㎡
・目的　宅地分譲 3 区画
　　　　既存住宅用地 1 区画
●有賀正明の開発事業
・場所　穂高有明 6938 番 2 外 3 筆
・開発面積　983.77㎡
・目的　自動車修理工場の改築

182010.6.23　広報あづみの



　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
（
子
育
て
支
援
に
か

か
る
行
動
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
行
動
計
画
の
推
進
状
況

や
各
事
業
の
成
果
な
ど
を
分
析
・
評
価

し
、
さ
ら
に
は
新
た
な
課
題
や
取
り
組

み
方
針
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
推
進
協

議
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
平
日
開

催
の
会
議
に
出
席
で
き
、
次
の
①
～

③
の
要
件
を
満
た
す
者
。
①
国
お
よ

び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
で
な

い
こ
と 

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お

よ
び
地
方
公
務
員
で
な
い
こ
と 

③

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
2
つ

以
上
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

●
募
集
人
数　

2
人
以
内

●
任
期　

委
嘱
の
日
～
2
年

●
応
募
方
法　

応
募
は
自
薦
と
し
ま

す
。
児
童
保
育
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
、
持
参
、
電
子
メ

ー
ル
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
応
募
要
領
を
ご
覧
に
な
る

か
、
児
童
保
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
期
限　

7
月
14
日
（
水
）
ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

　

都
市
計
画
審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
の

調
査
審
議
を
す
る
機
関
で
す
。そ
こ
で
、

こ
の
審
議
会
の
公
募
委
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
次
の
①

～
④
の
要
件
を
満
た
す
者
。
①
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

で
な
い
こ
と 

②
常
勤
の
国
家
公
務

員
お
よ
び
地
方
公
務
員
で
な
い
こ
と 

③
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
委
員

に
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

④
年

間
5
回
か
ら
6
回
程
度
開
催
す
る
会

議
（
平
日
、
不
定
期
）
に
出
席
可
能

で
あ
る
こ
と

●
募
集
人
数　

3
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
～
2
年

●
応
募
方
法　

豊
科
総
合
支
所
内
都
市

計
画
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
都
市
計
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
限　

7
月
13
日
（
火
）
ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

　

防
衛
省
で
は
特
別
職
国
家
公
務
員

「
自
衛
官
等
」
の
受
け
付
け
お
よ
び
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

次
世
代
育
成
支
援
推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

知らなかったでは済まされない 自動車の不正改造は犯罪です！
　自動車が生活に欠かせない移動手段となっている一方で、不正改造を施された車両
が存在し、私たちの生活の安全・安心を脅かしていることが問題となっています。国
土交通省では、不正改造を排除し、車両の安全確保と環境保全を図るため、6 月を対
策強化月間とし、各種団体と協力しながら「不正改造車を排除する運動」を全国的に
展開しています。市民の皆さんも、この機会に不正改造の防止について理解を深めて
いただき、排除にご協力をお願いします。
　不正改造車に関する情報提供・ご相談・お問い合わせは下記まで。
問国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局「不正改造車 110 番」（4026・243・5525）

時 所 定 料 問＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ後 な援 ど 申＝申し込み

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

講
座

ホームヘルパー 2 級
資格取得講座

平日が忙しい人のための土曜
日限定講座です。経験、性別、
年齢は問いません。

募集期限：7月16日（金）まで
受講期間：7月17日～
　12月４日の間の土曜日
実習期間：12月６日～
　1月27日までの間で4日間
所：松本市勤労者福祉セン

　ターほか

定：20 人
　（先着順）
料：57,000円
（別途テキスト
代6,000 円、実
技費7,000 円）

　計70,000 円

問：申：NPO 法人ワーク
ス＆コミュニケーションズ
加納さん

（450・6286）

販
売
会

安曇養護学校
作業学習製品の
販売会

生徒たちが心を込めて作っ
た、お菓子・陶芸品・木工品・
布・織・革製品などの販売会

時：所：▷7 月９日（金）「て
る坊市場ハーブセンター」
10：00 ～ 14：00
▷7月９日（金）10日（土）「ほ
りがね物産センター」は 9：
00 ～ 15：00　「 コープな
がの豊科店」は 10：00 ～
17：00

―

問：安曇養護学校高等部
小池さん

（40261･62･4920
60261･61･1019）

催
し

明科オカリナクラブ主催
七夕コンサート

オカリナ･ギター＆
ピアノ・ボーカルの調べ

オカリナの澄んだ音色と、ギター、
ピアノ、ボーカルによるアンサ
ンブルです。やわらかなハーモ
ニーで、心安らぐひとときをお楽
しみください。

時：７月 10 日（土）
開場 14：00 開演 14：30 

所：明科子どもと大人の
交流学習センター

“ひまわり”

料： 無料 問：オカリナアンサンブル
むう　宮下さん

（472･1846）

工事名 工事個所 請負者 請負代金
明科北保育園改築事業　駐車場舗装工事 明科東川手 信和建設㈱ 10,500,000
堀金中学校耐震補強・大規模改造工事 堀金中学校 ㈱佐原建設 73,500,000
三郷中学校理科室増築工事 三郷中学校 丸山硝子㈱ 23,625,000
地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業（繰越）
市道穂高０６１３号線　側溝整備工事（１工区） 穂高有明 ㈱イトウ 23,415,000

地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業（繰越）
市道穂高０６１３号線　側溝整備工事（２工区） 穂高有明 ㈱武井組 22,470,000

地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業（繰越）
市道穂高０６１３号線　側溝整備工事（３工区） 穂高有明 ㈱寿建設 21,420,000

（国補・市単）公共下水道関連道路占用路面復旧（上鳥羽その３工区）工事 豊科 ㈱佐原建設 15,120,000
（国補・市単）公共下水道関連道路占用路面復旧（上鳥羽その４工区）工事 豊科 ㈱振興建設 10,185,000
まちづくり交付金事業　３・４・８神明通線外２線改良工事 豊科 ㈱山本組 10,027,500
小中学校整備事業　プール改修工事（三郷中） 三郷中学校 ㈱ダイソー 8,505,000

（市単）公共下水道　重柳北部第５工区　管渠工事 豊科南穂高 立商工事㈲ 4,200,000
（市単）公共下水道　重柳東幹線第１附帯工区　管渠工事 豊科南穂高 ㈲小倉建設 3,570,000

試験種目 応募資格 受付期間 試験日
自衛官候補生 男子 18歳以上27歳未満 ８ 月１日～ ９月９日 ９月19日・20日・25日

女子 ８ 月１日～ ９月10日 ９月26日
一般曹候補生

男女

18歳以上27歳未満 ８ 月１日～ ９月10日 １次 ９月18日　２次 10月9日
看護学生 高卒（見込み含）24歳未満 ９ 月６日～10月１日 １次 10月23日　２次 11月20・2１日

航空学生 高卒（見込み含）21歳未満 ８ 月１日～ ９月10日 １次 ９月23日　２次 10月16日～21日
３次 11月13日～12月16日

防衛大学校学生 推薦 高卒（見込み含）21歳未満 ９ 月６日～ ９月９日 ９月25日・26日
一般 ９ 月６日～10月１日 １次 11月６日・７日　２次 12月14日～18日

防衛医科大学校学生 高卒（見込み含）21歳未満 ９ 月６日～10月１日 １次 10月30日・31日　２次 12月８日～10日

高等工科学校生徒 男子 中卒（見込み含）17歳未満 11月１日～
平成23年１月７日

１次 平成23年１月22日
２次 平成23年２月５日～８日

予備自衛官補

一般

男女

18歳以上34歳未満

７月20日～10月８日

10月16日～18日（いずれか１日を指定されます）
※予備自衛官補の採用試験は、年間２回（４月・10月）た
だし、「技能」は４月の採用試験で採用予定数を採用した
場合、10月の採用試験は実施しない可能性があります。

技能 18歳以上で保有する技能に
応じ53～55歳未満

集

募
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入札・契約結果（平成 22 年 4 月～ 5 月）
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改造しては
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市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
（
明
南
小
学
校
は

金
曜
日
）
の
放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い

っ
き
り
遊
べ
る
場
を
提
供
す
る
た
め
「
わ
い

わ
い
ラ
ン
ド
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
た
り
、
時

に
は
一
緒
に
遊
ぶ
安
全
管
理
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
開
催
日
時　

毎
週
水
曜
日
（
明
南
小
学
校

は
金
曜
日
）
午
後
2
時
～
5
時
頃
※
長
期

休
業
や
学
校
の
予
定
等
で
実
施
し
な
い
日

も
あ
り
ま
す
。

●
場
所　

市
内
10
小
学
校
等
（
お
住
ま
い
の

学
区
の
小
学
校
）

●
申
し
込
み　

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

へ
お
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

友
好
都
市
の
神
奈
川
県
真
鶴
町
の
子
ど
も

た
ち
と
、
わ
さ
び
漬
け
や
サ
ン
ド
ア
ー
ト
、

そ
ば
打
ち
を
一
緒
に
体
験
し
な
が
ら
交
流
し

ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者
は
、

左
記
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

８
月
６
日
（
金
）
～
７
日
（
土
）

●
交
流
場
所　

ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
・
穂
高
神

社
・
こ
ね
こ
ね
ハ
ウ
ス
な
ど

●
宿
泊
場
所　

市
内
堀
金　

啼
鳥
山
荘

●
参
加
条
件　

市
内
在
住
の
小
学
校
5
～
６

年
生
（
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）。

●
参
加
費　

1
人 

３
０
０
０
円

●
定
員　

30
人　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
真
鶴

町
交
流
会
申
し
込
み
」
と
記
載
し
、
参
加

児
童
の
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
性
別
、
保

護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
左

記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

　

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

　

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係　

宛

●
応
募
締
切

　

７
月
２
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

放
課
後
子
ど
も
教
室「
わ
い
わ
い
ラ
ン
ド
」

安
全
管
理
員
の
募
集

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係
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・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

真
鶴
町
に
友
だ
ち
つ
く
ろ
う

友
好
交
流
事
業
参
加
者
の
募
集

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

2223 広報あづみの　2010.6.23 2010.6.23　広報あづみの

≪　豊科プールは閉場します　≫
豊科プールは施設の老朽化等により今季より閉場となります。

昭和 55 年から平成 21 年まで 29 年間、皆さんにご利用いただきました。ありがとうございました。
問社会教育課スポーツ振興係　（462・4565 662・3525）

いよいよ夏！　穂高プールがオープン
●開場期間　7 月 10 日（土）～ 8 月 31 日（火）
●開場時間　○期間中の土・日・祝日および 7 月 26 日～ 8 月 20 日　9：30 ～ 17：00
　　　　　　○ 7 月 12 日～ 23 日・8 月 23 日～ 31 日の平日　12：30 ～ 17：00
　　　　　　　ただし、団体と貸切利用については、午前中可、ご相談ください。
●休場日　天候不順の場合
●利用料金　一般（高校生以上）500 円、中学生以下 200 円、コインロッカー 100 円
　　　　　　※ 3 歳未満児、75 歳以上と遊泳されない付き添いの人は無料です。
　　　　　　※ 15：00 以降の入場者は半額
●回数券　〔6 回券〕一般（高校生以上）2,500 円、中学生以下 1,000 円
●諸注意等　・7 月 10 日（土）と 8 月 31 日（火）は、無料開放日
　　　　　　・小学 3 年生以下の子どもは、保護者（高校生以上）が付き添わないと入
　　　　　　　場できません。
　　　　　　・スライダー利用は小学校 3 年生以上です。

◆女性のためのリフレッシュ体操教室（全 4 回）
　7 月 12・13・15・16 日　10：30 ～ 11：30　
　参加費 1,500 円　定員 20 人
◆元気いきいき体操教室　市内在住 60 才以上の人
　7 月 12・14・16 日　8：30 ～ 9：30　
　参加費 1,500 円　定員 15 人
◆小中学生水泳教室（全 5 回）小学 3 年生～中学 3 年生
　7 月 26 日～ 30 日　10：00 ～ 10：50　
　参加費無料（入場料別途）　定員 20 人

◆ジュニアプール教室（全 5 回）小学 1・2 年生
　7 月 26 日～ 30 日　11：00 ～ 11：50
　参加費無料（入場料別途）　定員 15 人
◆親子水遊び教室（全 3 回）3 歳以上の未就学児と保護者
　7 月 26・28・30 日　14：00 ～ 14：50　
　参加費無料（入場料別途）　定員 20 組

各教室の申し込み、問い合わせ
　7 月 1 日以降に穂高プール（482・8388 指定管理者㈱
フクシ・エンタープライズ）へお電話ください。各教室と
も定員に達し次第締め切ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・《　各種教室のご案内　》・・・・・・・・・・・・・・・・・・

豊科交流学習センター
「現場見学会」開催

　来年２月開館予定で現在建設中の工事現場
を見学できます。事前申し込みは不要です。
●日　時　7 月 4 日（日）
　○第１回目　受付　　 9：30 ～
　　　　　　　見学会　10：00 ～ 11：30
　○第２回目　受付　　12：30 ～
　　　　　　　見学会　13：00 ～ 14：30
●場　所　豊科交流学習センター建設地

　（豊科近代美術館南・駐車場有）
問教育委員会文化課交流学習センター係

（462・3090 662・3525）

見よう！感じよう！自然とエコを学ぼう！　≪公民館環境講座開催≫

今年も開催します　学校開放講座

不思議発見！木のうえ、地のなか、水のなか
烏川渓谷緑地周辺を体験しよう！

◆期　日　7月25日（日）午前の部と午後の部の 2 回開催
◆内　容　烏川渓谷緑地周辺で、ロープを使ってのツリー

クライミング、水中生物の観察、地質観察を行
います。

◆対　象　市内の小学 4 年～ 6 年生
◆定　員　午前・午後　各 30 人（先着順。参加人数によ

っては、時間の指定はできません）
◆申し込み　6 月 28 日から 7 月 9 日の間に電話でお申し

　込みください。
問・申穂高会館　482・5970 682・3990

親子でスターウォッチング
（全国星空継続観察）

◆期　日　【夏の観察】8 月 2 日（月）・3 日（火）
　　　　　【冬の観察】1 月下旬～ 2 月下旬（予定）
◆場　所　豊科南社会体育館周辺
◆内　容　【夏の観察】肉眼で天の川の白鳥座・たて座・い
て座付近を観察。双眼鏡でこと座のベガ周辺の星を観察（何
等級の星まで見えたか記録）。　【冬の観察】肉眼で天の川の

ペルセウス座・双子座・一角獣座付近を観
察。双眼鏡ですばる（プレアデス星団）の
観察（何等級の星まで見えたか記録）。各
結果は全国集計されます。
◆講　師　本多 徹さん
問豊科公民館　472・2158 673・6401

食は世界をみつめる「のぞき穴」
食を通して見えてくるものとは？

■日　時　7 月 25 日（日）、8 月 21 日（土）、10 月 4 日（月）、
11 月 27 日（土）※ 4 回とも同じ内容です。
7 月 25 日、10 月 4 日は 14：00 ～ 16：15
8 月 21 日、11 月 27 日は 9：30 ～ 11：45

■場　所　堀金中学校多目的室
■講　師　古幡 栄一 先生
■定　員　30 人（中学生以上）
■持ち物　筆記用具
■申し込み　電話不可。6月28日（月）から

受付開始。
672・6510 または、はがきでお申し込みく
ださい。※必ず電話番号を明記してください。

■送付先　〒 399‐8211　堀金烏川 2126‐1
堀金中学校

始めよう人権教育
貿易ゲーム等新しいワークショップから同和問題まで

フランクに学びあいます。
■日　時　7 月 10 日、8 月 21 日、10 月 16 日、11 月 13

日（各土曜日）以降未定
9：00 ～ 11：00

■場　所　穂高西小学校視聴覚室
■講　師　荻原 敏行 先生
■定　員　50 人（子どもは除く）
■材料費　紙代、教材費として 1,000 円程度
■申し込み　6 月 28 日（月）9：00 から受付開始。

482・8100 682・9622 または、はがきで
お申し込みください。

■送付先　〒 399‐8304　穂高柏原 2728 穂高西小学校

誰でも楽しめる簡単スクラップブッキング（全 4 回）
ちょっと手を加えて楽しいアルバムを作ろう。

■期　日　7 月 24 日（土）、7 月 25 日（日）
　　　　　9 月 4 日、11 日（各土曜日）
　　　　　10：00 ～ 12：00
■場　所　豊科南中学校会議室
■講　師　大谷 裕美 先生
■定　員　15 人（子ども参加可能。1 回のみの参加も可）
■材料費　300 円＋写真カバー 105 円
■持ち物　スティックのり（固形のり）・筆記用具
■申し込み　電話のみ（472・7860）で、7 月 1 日（木）

10：00 から受付開始。

写真をみんなで楽しもう
写真をみんなで持ち寄って学び合います。

■日　時　9 月 15 日（水）17：30 ～ 19：00
■場　所　豊科南中学校視聴覚室
■講　師　丸山 潔髙 先生
■定　員　15 人
■持ち物　自分で撮った写真（大きさ、枚数は自由）
■申し込み　電話のみ（472・7860）で、7 月 1 日（木）

　10：00 から受付開始。

日焼けは危険
～化粧品から地球環境問題まで～

◆日　時　7 月 23 日（金）19：30 ～（予定）
◆場　所　堀金公民館講堂
◆内　容　信州大学　村上 泰 教授を招き、身近な化粧品の

話から地球環境問題までわかりやすくお話をし
ていただきます。

問堀金公民館　472・5796 672・5801

企画展 プチ・エコ講座
◆期　日　10 月 16 日（土）～ 17 日（日）
◆場　所　三郷公民館
◆内　容　三郷地域市民文化産業展の開催中に、ダンボール

堆
た い ひ

肥の作り方、アクリルたわし作り、ぼかしの
作り方と活用術などの講座を開催。

◆講　師　田村 恵子さん
問三郷公民館　477・2109 676・3077

長峰山自然観察会
◆日　時　7 月 15 日（木）9：00 ～ 11：30
◆場　所　長峰山頂ほか
◆内　容　里山の状況を観察しながら、これからの環境保

全についてみんなで考えます。
◆対　象　現地に直接来ることができる人
◆講　師　那須野 雅好さん
◆定　員　20 人（先着順）
◆申し込み　7月8日～9日に電話でお申し込みください。

問・申明科公民館　462・4605 662・5894
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ドキドキ・ワクワクお話の世界

7月のおはなし会

紹介する人

ま
あ
ち

ん
の
な
が
い
か
み

た
か
ど
の 

ほ
う
こ
・
作

お
す
す
め
の
一
冊

　～髪を長く伸ばしたい～と思ったことのある女の
子も多いのではないでしょうか。娘たちもその中の
一人です。「髪が伸びたらいろいろな髪形を楽しみた
いね」と話していたころ、この本に出会いました。
女の子三人のうち、まあちゃんだけが短いおかっぱ。
自分も髪を伸ばしてどうするかがこの本には描かれ
ています。まあちゃんの想像力に娘たちも大喜び。
中でもソフトクリームになるページがお気に入りで
す。（お母さん談）
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「
奥
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松
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芭
蕉
の
紀
行
文
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句
を
学
び
ま
す

ど
な
た
で
も
お
気
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に
ご
参
加
く
だ
さ
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～イラスト・感想文を募集します～
　講演会講師、上橋菜穂子さんの「精霊の守り人」「獣の奏者」等著書に関係するイラスト、感想文を募集します。
■展示日時：11月 13日（土）・14日（日）　両日共 10：00～ 16：00　　　　　　■展示場所：みらいエントランスホール
■応募規程：イラストはA3以下の用紙／感想文は 1,200 字以下（様式は自由）。応募資格は問いません。
■諸注意等：募集した作品の著作権は、本人に帰属します。ただし中央図書館は、展示を無償で自由に行えるものとします。

図書館フェスタ期間中、展示させていただきます。応募作品は返却しません。応募いただいた人の中から抽選で
粗品を進呈します。

■申し込み：8月 31日（火）までに住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、郵送またはメールでお送りください。
■応 募 先：上記または　 bunka@city.azumino.nagano.jp

読み聞かせやおはなし会などを中心としたイベントです。
各催しへの出演者や参加者などを募集します。

～コンサート出演者の募集～
■応募資格：図書館フェスタを盛り上げていただける個人

または団体を募集します。ジャンル、プロ・
アマは問いません。アンプなど増幅器を使用
しての演奏はご遠慮ください。

■募集人数：4組
■申し込み：①出演申込書を郵送または持参にて提出して

ください。（申込書は市内各図書館にて配布。
市ホームページからもダウンロード可）

　　　　　　②演奏する曲目等をCD-R、MD、カセットテー
プに１曲だけ録音し申込書に添付してください。

　　　　　　③提出いただいた音源は返却いたしませんの
で、ご了承ください。

　　　　　　締め切りは 7月 31 日（土）（必着）です。
■審査結果：8月中旬までに本人あてに通知します。
■出演日時：11月 13日（土）　10：00～ 16：00までの

間（準備、片づけを含め、各組 1時間）
■演奏場所：みらい内多目的交流ホール
■そ の 他：著作権の許諾については、出演者で対応をお

願いします。
（コンサートは営利目的ではありません）

安曇野市図書館フェスタ
　11 月 13・14 日開催

問・申し込み
〒399‐8303 安曇野市穂高 6765 番地 2
穂高交流学習センター「みらい」内
安曇野市中央図書館（文化課図書館係）

484・0111 684・0116

物語の力 ～歩いてきた道、そして、いま～
上橋 菜穂子さん講演会

■日　時：11月 14日（日）13：30～ 15：00
■場　所：みらい　多目的交流ホール
■講　師：上橋 菜穂子さん（作家／川村学園女子大学教授）

講師著書「精霊の守り人」
「獣の奏者」ほか

■定　員：200人（先着順）入場無料
■申し込み：7月 2日（金）午前 9時
　から中央図書館窓口、または電話に
　て受け付け。
　後日整理券を郵送します。お申し
　込みの際、住所・氏名・年齢・
　電話番号をお伝えください。

≪　おりがみのへや　≫
中央図書館　484・0111

●日時：７月 21日（水）16：15～
●場所：中央図書館おはなしのへや

堀金図書館　472・5796
●日時：７月 28日（水）16：15～ 16：45
●場所：堀金図書館児童コーナー

≪　中央図書館映画上映会　≫
●開場：18：30　上映：19：00～
●場所：穂高交流学習センター「みらい」多目的交流ホール
　　7月 9日（金）「植村直己物語」
　　　　　　　　　　（1986 年　日本映画）
　　7月 23 日（金）「ロビンソン漂流記」
　　　　　　　　　　（1952 年　メキシコ＝アメリカ）

市中央図書館からお願い　～図書館モラルの向上を～
中央図書館は、昨年９月開館以来すでに入館者 15万人を超える多くの皆さんにご利用をいただいています。

一方で館内での携帯電話の使用や飲食、本や新聞およびDVD・CDの破損、数カ月にわたる資料未返却など、

最低限の図書館ルールが守られていません。

中央図書館は、情報を得る、読書をする、本やDVD等を探し借り受ける。という機能を主として運営して

います。「図書館内で大きな声を出している、社交場になっている」などの意見もあります。図書館職員も極

力ご注意を申し上げていきますが、ご利用いただく皆様方にも利用マナーの向上にご協力をお願いいたします。

市中央図書館　484・0111 684・0116

中央　おはなしのとびら
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

７・１４・２１日（各水曜日） 10：30～（乳幼児対象）

中央　おはなしとしょかん
中央図書館おはなしのへや（484・0111）

１７日（土） 10：30～（乳幼児対象）
 11：20～（幼児以上対象）

豊科　ちいさいたんぽぽ（乳幼）・おはなしたんぽぽ（幼以上）
豊科公民館和室（472・2158）

１６日（金） 11：00～（乳幼児対象）
 16：30～（幼児以上対象）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室（476・3078）

１０日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー（472・5796）

８日（木） 10：30～（乳幼児対象）
２１日（水） 16：15～（幼児以上対象）
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田辺 梨可ちゃん（小２）　実希ちゃん（５歳）（豊科）

上橋菜穂子さん
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Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

豊科近代美術館田淵行男記念館

臼井吉見文学館

貞享義民記念館

碌山公園研成ホール

夏の特別展
水越 武 写真展　～大地への想い～

　「生態系から見た地球」というテーマで撮影された作品
群から、約 150 点を展示します。
●会　期　7 月 17 日（土）～ 8 月 22 日（日）
●開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
●観覧料　大人 800 円、高大生 500 円、小中生 300 円
　　　　　団体割引あり
●休館日　7 月 20 日（火）と以降の毎週月曜日
　　　　　（7 月 19 日は開館）

水越 武 ギャラリートーク
　水越 武さんをお迎えし、作家本人によるギャラリート
ークを行います。
●日　時　7 月 17 日（土）
　　第 1 回・10：00 ～、
　　第 2 回・14：00 ～
　　※各回 1 時間程度
●料　金　特別展入館券
　　　　　が必要です。

第 3 回田淵行男賞受賞作品展
　記念館開館 20 周年を記念し、新人発掘のため第３回田
淵行男賞を開催しました。応募の組写真129作品の中から、
最優秀賞にあたる田淵行男賞など 7 作品が選ばれました。
これら作品を展示します。
●会　期　7 月 2 日（金）～ 27 日（火）9：00 ～ 21：30
●場　所　穂高交流学習センター「みらい」
●休館日　毎週木曜日（展示場所の休館日）※入場無料

記念シンポジウム
田淵行男作品と今後の自然・山岳写真

～第 3 回田淵行男賞写真作品の公募を終えて～
　開館 20 周年記念のシンポジウムに 100 人の皆さんをご
招待します。
●日　時　7 月 10 日（土）14：15 ～ 15：45
●場　所　穂高交流学習センター「みらい」内
　　　　　多目的交流ホール
●パネリスト　飯沢 耕太郎さん（写真評論家）、宮崎 学さ

ん・海野 和男さん・水越 武さん（写真家）、
三島 靖さん（「アサヒカメラ」編集委員）

●申し込み　7 月 1 日（木）17：00 までに、郵便番号、住所、
氏名、電話番号、FAX 番号を明記の上、はが
き、FAX もしくはメールでお申し込みください。

（電話でのお申し込みは出来ません）
　送付先　399‐8201　安曇野市豊科南穂高 5078‐2
　　　　　田淵行男記念館「記念シンポジウム係」
　　　　　672・9964
　　m アドレス yukio-tabuchi.muse@vesta.ocn.ne.jp

開館 20 周年記念特別企画展
独創　田淵行男～作品制作のプロセスに迫る～

同時開催：特別企画展「生々流転～水越 武・宮崎 学・
　　　　　　海野 和男　自然環境を見つめて～」
●会　期　7 月 6 日（火）～ 11 月 7 日（日）
　　　　　9：00 ～ 17：00
●入館料　大人 300 円、小中学生 200 円
※展覧会初日と 20 周年記念日の 7 月 7 日は入館料無料
●休館日　月曜日（7/19、9/20、10/11は開館）と祝日の翌日
※ 7 月 3 日から 5 日までは特別企画展準備のため臨時休館

第 17 回田淵行男を偲
しの

ぶ常念登山 参加者の募集
●日　程　7 月 30 日（金）6：00　市内駐車場発→貸切バ

スにて常念一ノ沢登山道→常念小屋（泊）～ 31 日（土）
常念小屋（高山蝶・植物の観察、横通岳への散策）→常
念一ノ沢登山道→市内駐車場 16：00 ごろ解散

●募集人員　23 人（先着順）
●参加条件　・原則として小学 6 年生以上 70 歳くらいま

　での健康な人で、市内在住・在学・在勤の人。
・小中学生は保護者の同伴が必要。
・7 月 17 日（土）9：30 ～ 11：00 まで、事
　前説明会を　ビレッジ安曇野研修室で行い
　ますのでご参加ください。

●参加費　大人（高校生以上）1 万 1,000 円、子供（小中
　　　　学生）1 万円（1 泊 3 食付・バス代・保険代等）

●申し込み　電話または FAX で 6 月 29 日（火）から受け
　　　　　付けます。（4672・9964）

第 5 回臼井吉見れんげ忌
　臼井吉見を偲

しの

び墓所を訪ねた後、講演会を開催します。
申し込みは不要です。
●日　程　7 月 12 日（月）文学館前集合 12：30
　　　　墓所訪問 13：00 ～　記念講演 14：00 ～ 16：00
●記念講演会
　演題　「臼井吉見先生と
　　　　　　　 父や母のこと」
　講師　太田 治子さん（作家）
　場所　堀金公民館講堂
●参加費　1,000 円

信州の義民を尋ねて　～その 5 ～
「延

えんぽうかわにし

宝川西騒動」参加者募集
　貞

じょうきょう

享騒動に先立つこと 8 年。延宝 6 年 (1678) に小諸藩
で起きた百姓一揆とは。バスで史跡を巡ると共に新田開発
にかけた人々の努力も学びます。
●日　時　7 月 15 日（木）7：50 記念館集合、
　　　　　17：30 解散予定
●見学場所　延宝川西騒動関連史跡（上田市、小諸市）
　　　　　　五

ご ろ べ え よ う す い

郎兵衛用水、五郎兵衛記念館（小諸市）
●募集人数　20 人（先着順）
●参加費　800 円
●持ち物　昼食、飲み物、敷物、雨具（必要により）
●申し込み　記念館へ直接電話でお申し込みください。

　自主制作短編アート映像の上映と
パフォーマンスアート公演

　アジアを中心とした７カ国の作家による自主制作短編ア
ート映像の上映会。また、ポーランド、ベトナム、日本の
作家によるパフォーマンスアートの公演を行います。
●日　時　7 月 4 日（日） 13：30 ～ 15：30（短編アート

映像作品の上映）途中 1 時間休憩と茶話会
16：30 ～ 19：30（パフォーマンスアートの公演）

●観覧料　短編アート映像は資料代 500 円
パフォーマンスアート公演は無料

問短編アート映像に関しては、宮下 ちとせ（090-1692-4928）
さん、パフォーマンスアートに関しては、幅 佳織（090-9660-
8628）さんまで。

ワークショップ「テラコッタに触れよう」
　初心者（小学生以上）から参加できる体験教室です。3
時間で１作品を制作します。
●日　時　7 月 18 日（日） 9：00 ～正午
●講　師　柳沢 廣さん
●受講料　材料費（500 円程度）
●定　員　先着15人（小学生以上）
●申し込み　研成ホールへ直接電話
　　　　　　でお申し込みください。

ワークショップ
「草木染めでオリジナルハンカチを作ろう」

　身近な植物から染液を採りハンカチを染めます。
●日　時　7 月 19 日（月・祝） 9：00 ～正午
●講　師　藤原 まさ恵さん
●受講料　1,000 円（材料費含）
●募集人数　先着 15 人（小学生以上対象、低学年の児
　　　　　　童は保護者同伴で参加してください）
●申し込み　研成ホールへ直接電話でお申し込みください。

473・5638 673・63204672・9964

472・6743 

477・7550 677・7551

4682・0769

豊科郷土博物館安曇野髙橋節郎記念美術館

市民活動センター「くるりん広場」

第 24 回友の会写真展
　安曇野の風景や四季の移り変わりなど、美しい自然の一
瞬をとらえた写真を展示します。
●会　期　6 月 23 日（水）～ 7 月 11 日（日）
●開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
●入館料　大人 100 円、小中生 50 円　（月曜休館）

九室の風を浴び　山口長
た け お

男・斎藤義重
・吉原治

じ ろ う

良と、髙橋節郎展

●会　期　7 月 17 日（土）～ 8 月 29 日（日）
　　　　　9：00 ～ 17：00
●観覧料　一般 600 円、高校・大学生 400 円、
　　　　　中学生以下・70 歳以上は無料、団体割引あり
●休館日　月曜日（7 月 19 日は開館）、7 月 20 日（火）
　　※ 7 月 16 日（金）は展示替えのため臨時休館

漆の作品ができるんだ
「漆を金と貝で飾る」参加者募集

　漆の小パネルに、漆芸技法を駆使してオリジナルの作品
を制作します。
●日　時　7 月 24 日（土）・25 日（日）
　　　　　両日共 9：30 ～ 16：30 ※ 2 日間に渡る工程です
●場　所　美術館主

お も や

屋
●指　導　東京藝術大学漆芸研究室
●対　象　住所や年齢は問いません。
　　　　　（付き添いがなくても 1 人で参加できる人）
●定　員　15 人（先着順）
●参加費　2,800 円
●申し込み　6 月 29 日（火）～ 7 月 22 日（木）までの

間に電話でお申し込みください。（9：00 ～
17：00・休館日除く）

～７月のくるりん講座～
自分のストレスをチェックしよう！

　自分のストレスに気付いて、早めにケアすることが健康
維持にもつながります。家庭でできるストレスチェックや
ホメオストレッチ（リラクゼーション法）を楽しく実践し
ます。受講には申し込みが必要です。詳しくはくるりん広
場までお問い合わせください。
●日　時　7 月 3 日（土）10：30 ～ 12：00
●講　師　丸山 悦子さん（8TU ストレスケア ･カウンセラー）
●資料代　300 円
●主　催　安曇野いこいのヴェルダ

4672・5672481・3030 682・0551

4682・1922

厳冬期の白馬連峰　1972 年

堀金公民館

「初歩のデジタルカメラ講座」参加者募集
　デジタルカメラの扱い方と、撮影方法の講座です。
●日　時　7 月 14 日（水）・15 日（木）全 2 回
　　　　両日とも 13：00 ～ 16：00
●集合場所　堀金公民館講義室
●講　師　横山 庄司さん
●受講料　400 円
●資料代　300 円
●募集人数　20 人（先着順）
●持ち物　デジタルカメラ
●申し込み　6 月 28 日（月）～ 7 月 5 日（月）までに
　　　　　　堀金公民館へ電話でお申し込みください。

472・5796 672・5801

　郷土出身の漆芸
家・髙橋節郎が、若
き日に大きな影響を
受けた二科展九室へ
の出品作家と、髙橋
の作品を紹介する企
画展です。

吉原治良「図説」1934 年
東京都現代美術館所蔵



８日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場豊科公民館 小会議室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･7 月 1 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

14日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

子育てに関する相談

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の8：30～17：15 ※電話相談も可。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談 要予約

毎週月～土曜日　※19日は除く
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

20日（火）問場豊科公民館2階相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

21日（水）場問中間教室ねむの木（新田神社南奥）（℡・FAX73-1624）

毎週月～金曜日　※19日は除く
場問学校教育指導員室（明科総合支所北庁舎内）
　　（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般 　　　　　　　　　　　　　時 10:00 ～ 16:00

親の会　　　　　　　　　　　　　  時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン　　　　 　　時 8:30 ～ 17:15

中間教室ねむの木 親の会　　　  　　時 13:00 ～ 15:00

精神保健相談　　　　　　時 14：00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル　時 9：30 ～ 16：00

依存症相談　　　　　　時 14：00 ～

５日（月）・★ 20日（火）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
６日（火）・★ 20日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
７日（水）・★ 21日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
８日（木）・★ 22日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
９日（金）・★ 23日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5を除く）　場松本保健福祉事務所
問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

２日（金）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）　　　
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）　　　
　　（℡72-9986・FAX72-9044）

平日　時 8：30 ～ 17：00 
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問生活環境課消費生活係（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131・FAX82-6622）
　　※毎週火・木曜日の午前中は相談員が在駐
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

7 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

児童館の予定　育児相談は右頁参照 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

	七夕まんじゅう	 ５日（月）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 あり  ※乳幼児親子20組

	 工作の日 	 10日（土）	 10：00 ～ 11：00
	育児相談 	 12日（月）	 10：30 ～ 12：00	 要予約  ※当日も可

	キッズリユース広場 ～お下がり会～	 20日（火）	 10：30 ～ 11：30
	水遊び 	 21日（水）	 10：00 ～ 12：00	 要予約 あり  ※乳幼児親子20組

	身体測定日 	 22日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 川遊び 	 24日（土）	 9：30 ～ 14：00	 要予約 あり  ※小学生10組

	 デイサービスとのふれあい週間	 27日（火）～30日（金）	 14：30 ～ 15：00
	おはなしどりぃむ	 第１・２・３水曜日	 11：00 ～ 11：20

	 （読み聞かせボランティア） 

	 おはなしどりぃむ	 第4水曜日	 16：00 ～ 16：20
	 （読み聞かせボランティア） ～児童クラブ生～

	 七夕まんじゅう作り	 10日（土）	 10：00 ～ 11：30	
	 100円  （あんこ、かぼちゃ、ひじきの3個）

	ママキッズ・ビクス	 15日（木）	 10：15 ～ 11：00
	白玉豆腐だんご	 16日（金）	 10：30 ～ 11：30

	 要申込 親子で100円  

	育児相談	 20日（火）	 11：00 ～ 12：00
	みずあそび	 22日（木）	 10：30 ～ 	

	 50円

	おはなしムーン	 第1・3火曜日	 10：30 ～ 11：00

	ママキッズ・ビクス	 １日（木）	 10：15 ～ 11：00
	育児相談	 １日（木）	 11：00 ～ 12：00
	アイスクリーム作り	 ６日（火）	 10：30 ～ 11：30	
要予約 100円  ※ファミリーサポート説明会も同時開催

	豊科農村女性学習会主催 ～七夕まんじゅう作り～	12日（月）	 10：00 ～ 12：00	
要予約 100円  （4 個）

	プール・水遊び	 16日（金）	 10：30 ～ 11：15
	流しそうめん大会

	 23日（金）	 11：00 ～ 12：00	
親子で100円  

	おはなしムーン	 毎週水曜日	 11：00 ～

	 育児相談	 ８日（木）	 10：00 ～ 12：00
	おはなしいっぱい ～読み聞かせ～	 15日（木）	 11：00 ～ 11：30	 ※参加自由

	 おひさま農園 ～じゃがいもの収穫～	 24日（土）	 9：30 ～ 10：30	 ※登録児対象

	 折り紙の日 	 ７日（水）	 15：45 ～ 16：30
	 おはなし玉手箱	 14日（水）	 15：45 ～ 16：30
	 コースター作り	 21日（水）	 15：45 ～ 16：30

	全年齢　日曜ひまわりっ子クラブ	 ４日（日）	 10：00 ～ 12：00
	２・３歳 	 第1・2・3水曜日	 10：00 ～ 12：00
	１歳	 第2・3・4木曜日	 10：00 ～ 12：00
	０歳	 第2・3・4金曜日	 10：00 ～ 12：00

	 さくらんぼくらぶ・いちごくらぶ	 ８日（木）	 10：30 ～ 11：00
	 ～お話を聞く会～　－0・1才児の子育て－　※ 0 ～ 1 才児・託児あり

	 りんごくらぶ（2～3才児） ～おやこ体操～	 22日（木）	 10：30 ～ 11：00

	 七夕飾り作り	 ２日（金）	 11：00 ～ 11：30
	 リズム遊び	 16日（金）	 11：00 ～ 11：30

	 育児相談 	 ５日（月）	 10：30 ～ 12：00	 要予約  ※当日も可

	身体測定日 	 ６日（火）	 10：00 ～ 12：00
	七夕会	 ７日（水）	 10：00 ～	 要予約 100 円  ※ 20 組

	 七夕まんじゅう作り	 17日（土）	 10：00 ～	 要予約 1人100円  ※幼児親子20組

	おはなしどりぃむ	 第 2・4 月曜日	 11：20 ～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	七夕会	 ６日（火）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100 円  ※乳幼児親子 15 組

	身体測定日 	 16日（金）	 10：00 ～ 12：00
	育児相談 	 20日（火）	 10：30 ～ 12：00	 要予約  ※当日も可

	プール開き 	 22日（木）	 11：00 ～ 11：30	 ※天候により変更、延期あり

	おはなしどりぃむ	 第２・４金曜日	 11：20 ～ 11：40	 （読み聞かせボランティア）

	わらべ唄・手遊び（内山房子先生）	毎週月曜日	 11：10 ～ 11：30

ひまわりの日 ※参加自由

 みんななかよし 要予約

ひまわりっ子クラブ ※登録児対象

いっしょにあそぼう

	 子ども会議 ～夏祭りについて～	 ３日（土）	 14：00 ～ 15：00	 7/24（土）夏祭りスタッフ会

	育児相談 （相談員・小川原容子先生）	９日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 豊科食生活改善推進協議会による	 17日（土）	 13：30 ～ 16：00
	

～七夕まんじゅう作り～	
	 要予約 小学生

以上 100円　幼児と
保護者150 円  ※約30名（募集期間6/24㈭～7/10㈯）

	 子ども夏祭り：手話交流会	 24日（土）	 10：00 ～ 12：30	 ※雨天決行・チケット制１人1枚200円

	読み聞かせ ～絵本・紙芝居～	 ５日（月）	 11：00 ～ 11：30	 （読み手：ボランティアさん）

母乳・育児相談　※母乳相談は　　　　　　時 9:30 ～ 11:00

６日㈫･20日㈫ 場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８日㈭･22日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
13日㈫･27日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
14日㈬･28日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
15日㈭  場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

7月の予定
July

2829 広報あづみの　2010.6.23 2010.6.23　広報あづみの

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

４日㈰　場�堀金老人福祉センター	（℡73-5288・FAX73-5773）
11日㈰　場�明科総合福祉センター	（℡62-2429・FAX62-5025）
25日㈰　場�社会福祉協議会本所	（℡72-1871・FAX72-9130）

4日（日） 11日（日） 18日（日） 19日（月・祝） 25日（日）
古 川 医 院

82-4385［穂高］
穂高ハートクリニック

50-6731［穂高］
追 分 ク リ ニ ッ ク

82-2129［穂高］
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
清 沢 医 院

82-7600［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
柏 原 ク リ ニ ッ ク

82-7222［穂高］
中 田 医 院

82-2339［穂高］
木 暮 医 院

77-2119［三郷］
こばやし内科クリニック

71-1117［豊科］
安曇野形成皮ふクリニック

71-2345［豊科］
こ う の 内 科 循 環 器 科

71-5881［豊科］
中 島 整 形 外 科

72-3543［豊科］
ヒ カ リ 歯 科 医 院

82-8171［穂高］
丸 山 歯 科 医 院

72-2202［豊科］
布 山 歯 科 医 院

77-6388［三郷］
山 本 歯 科 ク リ ニ ッ ク

84-0004［穂高］
山 田 歯 科 医 院

73-7575［豊科］



ごみの話

詐欺の話

私のおすすめレシピ③
市食生活改善推進協議会の皆さん
が開催している料理教室で教えて
いただいたおすすめレシピをご紹介
します。

りんごミートボールの花シューマイ

◎今月の素材：リンゴ
リンゴには食物繊維やカリウムが含まれていて、おなかの
調子を整え、高血圧の予防などの働きがあります。また、
リンゴの酸味には疲れを回復させる働きがあります。

材料（4人分）

作り方

リンゴ …………1/2個
鶏ひき肉 ………200㌘
小麦粉……… 大さじ1
卵………………… 1個
シューマイの皮 … 20枚

レタス …………４枚
ラディッシュ ……４個
塩……… 小さじ1/2
からし ……… 適量

《作り方》
①：ひき肉に塩・こしょうをしたものに、細かく切ったリン
ゴを練り合わせ、ミートボールを作る。

②：シューマイの皮は、細かく切っておく。
③：小麦粉、卵を溶いたものの順に①をからませ、②のシュ
ーマイの皮をつけ、皿にのせ、蒸し器で10分～12分蒸す。

④：器にレタスを敷き③を盛り付ける。ラディッシュで作っ
た器にからしを入れ、シューマイに添えれば完成です。

《ポイント》
蒸し物をする時は、たっぷりの湯を入れて火にかけること。
シューマイの皮で包まずに、切ったものをつけるのがポイント。

健康はバランスのよい食事から

1 人分：エネルギー170㌔カロリー

つぶつぶリンゴがサクサク 食感が最高！
香りがたまらない～！
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「地デジ」であなたをだます手口に
ご注意ください！

地上デジタルテレビ放送（地デジ）への移行
が進むにつれ、地デジ対応やアンテナ交換
などを口実にした詐欺が発生しています。

地デジへの切りかえにかかることで、総務省やテレ
ビ局の関係者がお金の支払いを求めることは一切あ
りません。切りかえ対策に名をかりた悪質な詐欺に
は十分ご注意ください。
生活環境課消費生活係（482・3131 682・6622）

《次のような詐欺が発生しています》
ケース 1　「総務省推進事務局」を名乗る者が訪問し
「地上デジタル放送を見られるようにする」と言って
家に上がり込み、テレビを点検し、工事代金を請求した。
ケース 2　ケーブルテレビ会社の社員を名乗る者が訪
問し「地上デジタル放送対策によるケーブルテレビ
の利用料更新」と称し金銭を請求した。

《あやしいと感じたらまず相談を》
▷信越総合通信局情報通信部放送課（4026･234･9992）
▷安曇野警察署（472･0110）

《地デジ全般のお問い合わせ》
▷総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
（40570･07･0101）
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も
行

て
い
ま

す

3
人
の
歯
科
衛
生
士
で
対
応
し
き

れ
な
い
場
合
は
在
宅
歯
科
衛
生
士
の
協

力
を
得
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

健
康
推
進
課
で
は
歯
に
関
す
る
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

お
気
軽

に
歯
科
衛
生
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　

（
81
・
０
７
１
１ 

81
・
０
７
０
３
）

上手にみがけるかな！歯科検診の様子。
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工事代金
ちょうだい！

あやしい！
帰ってくれ。

近ごろ増え続けている「詐欺」
の手口と、なかなか減らない
ルール違反の「ごみ」について
お知らせします。

コラっ！
今日はもえるごみの日よ。

そんなごみを
置いていっちゃ
ダメじゃないの～

しまった！

ご
み
集
積
所
は

ご
み
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ル

ル
を
守

て
出
し
て
！

集積所に残されたルール違反のごみ

健
康
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
や
市
の
取
り
組
み
を
毎
月
ご
紹
介
し
ま
す

健
康
づ
く
り    

応
援
団 

③

元気ですか！

歯
科
衛
生
士
の
仕
事
て
ど
ん
な
こ
と

市
内
に
は

家
庭
ご
み
や
資

源
物
な
ど
を
出
す
指
定
集

積
所
が
お
よ
そ
８
０
０
カ

所
あ
り
ま
す

集
積
所
の
ご
み
や
資
源

物
は
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
収
集
運
搬

業
者
が
回
収
し
て
ま
わ
り
ま
す

し
か

し

分
別
ル

ル
の
守
ら
れ
て
い
な
い

ご
み
や
収
集
日
の
違
う
ご
み
が
出
さ
れ

て
い
る
と

業
者
は
回
収
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん

指
定
集
積
所
は
地
域
の

皆
さ
ん
や

環
境
部
の
皆
さ
ん
に
よ

て
維
持
・
管
理
さ
れ
て
い
ま
す

分
別

ル

ル
の
守
ら
れ
て
い
な
い
ご
み
が
指

定
集
積
所
に
残
さ
れ
る
と

そ
れ
ぞ
れ

の
役
員
の
皆
さ
ん
が
分
別
し
保
管
す
る

な
ど

負
担
と
な

て
い
ま
す

指
定

集
積
所
に
ご
み
・
資
源
物
を
出
す
場
合

は
「
安
曇
野
市
家
庭
ご
み
・
資
源
物
収

集
カ
レ
ン
ダ

」
を
ご
覧
に
な
り

ル

ル
を
守

て
出
し
て
く
だ
さ
い

ご

み
集
積
所
は
ご
み
捨
て
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん各

総
合
支
所
内
地
域
支
援
課
生
活
環

境
係
ま
た
は

廃
棄
物
対
策
課

（
82
・
３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）



本 　 庁 　舎 〒399-8205 長野県安曇野市豊科4932番地46 TEL 0263-71-2000 FAX 0263-71-5000
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穂高総合支所 〒399-8303 長野県安曇野市穂高6658番地 TEL 0263-82-3131 FAX 0263-82-6622
三郷総合支所 〒399-8101 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1 TEL 0263-77-3111 FAX 0263-77-6060
堀金総合支所 〒399-8211 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1 TEL 0263-72-3106 FAX 0263-72-4900
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2010.6.1現在　（ ）内は対前月比

人口 99,264人（ ＋22）

 男 48,153人（ ＋16）

 女 51,111人（ ＋6）

世帯 37,224世帯（ ＋404）

編 

集 

後 

記

◆
い
つ
も
広
報
あ
づ
み
の
を
手
に
と

て

い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

４
月
号
で
笑
顔
の
素
敵
な
人
を
募

た

所

何
人
か
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
推
薦
を
い

た
だ
き
ま
し
た

今
後

紙
面
で
紹
介
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

◆
日
曜
の
朝

な
に
や
ら
母
親
が
ガ
サ
ゴ

ソ
と
作
業
を
し
て
い
た

夕
方

窓
の
外

を
見
る
と

緑
の
カ

テ
ン

用
の
支
柱

と
網
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た

夏
に
は

涼
し
い
部
屋
で
美
味
し
い
ゴ

ヤ
が
食
べ

ら
れ
る
か
な
？ 

◆
最
近
「
食
べ
る
ラ

油
」
を
食
べ
て
み

ま
し
た
な
る
ほ
ど
評
判
ど
お
り
の
お
い

し
さ
に
感
激

梅
雨
時
の
ジ
メ
ジ
メ
感
を

忘
れ
そ
う
で
す

栄
養
価
は
良
い
け
れ
ど

大
量
に
食
べ
続
け
る
と
健
康
に
良
く
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す

ほ
ど
ほ
ど
に

 

◆
校
了
日
前
夜
サ

カ

ワ

ル
ド
カ

プ
で
日
本
が
初
戦
を
飾
り
ま
し
た
た
と
え

勝

て
い
な
く
て
も
と

て
も
良
い
試
合

だ

た
と
素
人
な
が
ら
思
い
ま
し
た
な
に

よ
り
う
れ
し
い
の
は
次
が
夜
更
か
し
し
な

く
て
も
応
援
で
き
る
こ
と
で
す 

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。
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最新鋭の小型ジェット機
で行く 福岡   札幌の旅
小型旅客機「エンブラエル」。ク
ラスを超えた広々とした客室が特
徴。福岡・札幌へ毎日、約 90 分
で結びます。

航空券の
予約・購入
フジドリームエアラインズ 検索
www.fujidreamairlines.com 24時間 （年中無休）

050-3786
-0489

FDAコールセンター（年中無休）
営業時間 午前 8：30～午後 7：30

FDAコールセンターまたは、お
近くの旅行会社にお問い合わ
せください。

お得です！ 信州まつもと空港
●駐車場が無料
塩尻北 ICから車で10 分。何日駐車して
も無料です。

●送迎デッキが無料
昨年から無料になりました！飛行機の離
発着が見学できます。
●見学会が無料
毎月第 4日曜日に開催。子どもたちに大
人気です。（申し込みが必要）

458・2517）

７月は函館の夜景の
ベストシーズン。イ
カ釣り船の漁り火が
きらめき、幻想的な
光景が見られます。

博多の友人のイチ押
しは、「トマトもつ
鍋」、「いちごワイ
ン」。夏の屋台は、
開放感があっておす
すめだよっ！

長井紀子さん（三郷明盛） 丸山ちかさん（穂高）

北海道茅部郡出身。三郷に
暮らして30 年ほどになりま
す。「７月には久々に帰省す
る予定があるので、早速、新
しい飛行機を利用してみま
す」と話してくれました。

福岡市早良区出身。７年前、
穂高にお嫁に来ました。「安
曇野の四季の移り変わりは
本当にきれい。穏やかな人
が多くて大好きです」と話
してくれました。


